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菊文館 菊老福菊池市文化会館 菊池老人福祉センター
菊中公
菊公図

菊池市中央公民館
菊池中央公民館図書室

児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
健相室 健康相談室
菊多Ｇ
菊福館

菊池公園多目的グラウンド
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七支所 七城総合支所
七多セ 七城多目的研修センター
七　公
七公図

七城公民館
七城公民館図書室

七総Ｇ 七城総合グラウンド
旭支所 旭志総合支所
旭多セ 旭志多目的研修センター

旭憩家 旭志老人憩いの家
旭　公
旭公図

旭志公民館
旭志公民館図書室

泗支所 泗水総合支所
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

泗福セ 泗水地域福祉センター

七多セ七多セ七多セ
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編
集
後
記

デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
11/27 11/28 11/29 11/30 1

◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ

2 3
◆第18回米・食味分
析鑑定コンクール国
際大会～12/4まで
9:00 ～　菊池市総
合体育館メインア
リーナほか

●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
◆ほの宵まつり最
終日
17:00 ～市民広場

4
◆第32回雪野収穫
まつり　9:00 ～
雪野ふるさと広場

5
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

6
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

7
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）旭　公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
旭　公
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

8
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

9
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
■生活支援サポー
ター養成講座�　
10:00 ～15:00
菊福館

10
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなし会
11:00 ～泗　図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図

11
◆菊芋＆ヤーコン
収穫体験ツアー　
9:50 ～16:10
市内

12
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ

13
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ

14
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

15
◆すくすく講座�
10:30 ～11:30
児童セ
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

16
■生活支援サポー
ター養成講座�　
10:00 ～15:00
菊福館
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公

17
◆きくち学習大学�
8:50 ～15:00市内
◆未来につなげるも
のづくり現場見学会
�　9:30 ～12:00
市役所ほか
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図
◆ゼロムーンカフェ
in 松倉邸11:00 ～
松倉邸
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図
◆第45回菊池まちづ
くり道場�18:30 ～
わいぶ一番館

18
●泗水おたのしみ会
14:00 ～泗　図
◆菊池合同復興クリ
スマスコンサート
13:00 ～泗　ホ

19
■納税相談夜間窓口
～12/22まで
～20:00税務課

20
●２歳児歯科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■認知症サポーター
養成講座�
14:00 ～菊福館

21
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

22
◆すくすく講座�
10:00 ～11:00
児童セ
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福

23 天皇誕生日
◆琵琶講演会・演奏
会�
14:00 ～16:15
甲森北集会場

24
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図

25
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町

26 27
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊中公
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

28
■窓口延長

（各種証明書の発行）
～20:00市民課

市役所仕事納め

29 30 31
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熊本地震
生活支援に関する情報
健康だより
思春期教室

菊池人
益崎裕朗さん

全国のきくちさんが集結！

秋まつりフォトリポート

きくち秋まつり

七城ふるさとコスモスまつり
泗水秋まつり
菊人形・菊まつり

─
次
の
地
震
に
備
え
る
─

Kikuchi City Public Relations Magazine

▼
三
重
県
の
原
付
を
ネ
ッ
ト
で

購
入
。
現
地
で
引
き
取
り
、
伊
勢

神
宮
や
熊
野
古
道
に
寄
り
つ
つ

紀
伊
半
島
を
一
周
＆
大
阪
か
ら

フ
ェ
リ
ー
で
帰
り
ま
し
た
。
す
て

き
な
原
付
ラ
イ
フ
を
送
る
…
は

ず
で
し
た
が
、
寒
い
。
初
め
て

迎
え
る
菊
池
の
晩
秋
が
、
予
想

を
超
え
る
寒
さ
な
の
で
す
。
乗

る
日
は
徐
々
に
減
り
…    

伊
藤

▼
き
く
ち
秋
ま
つ
り
に
は
全
国

か
ら
大
勢
の
“
き
く
ち
さ
ん
”

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
な

ど
を
通
じ
て
参
加
を
呼
び
掛
け

た
と
こ
ろ
、
歴
史
フ
ァ
ン
や
縁

あ
る
人
々
か
ら
大
き
な
反
響
が
。

全
国
に
は
菊
池
フ
ァ
ン
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
る
ん
だ
と
感
激
し

ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。　

  

野
中

▼
現
在
、
建
設
中
の
市
役
所
本

庁
舎
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

12
月
に
現
場
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
者
募
集
中
で
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
テ
レ
ビ
や
動
画
サ
イ
ト
な
ど

で
、
今
大
人
気
の
ピ
コ
太
郎
さ

ん
。
わ
が
子
が
毎
日
歌
と
踊
り

を
ま
ね
し
ま
す
。
も
う
や
め
て
、

父
ま
で
全
部
覚
え
そ
う
。  

楳
田



10 月末の人の動き
人　口 対前月比

総人口：49,754 人 25
　 菊池：24,848 人 20
　 七城： 5,403 人 － 5
　 旭志： 4,700 人 － 8
　 泗水：14,803 人 18
男　性：23,891 人 18
女　性：25,863 人 7
世　帯： 18,844 世帯 42

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,528 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 27,848 人 57%
65 歳以上 　： 15,378 人 30%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
3 菊池人　益崎裕朗さん

4 油断大敵 ー 次の地震に備える ー

6 防災情報に関するアンケート 結果報告
8 生活支援に関する情報

10 全国のきくちさんいらっしゃい！きくち秋まつり

12
フォトリポート
七城ふるさとコスモスまつり
泗水秋まつり／菊人形・菊まつり

14
15

輝けきくち
国民年金情報／シリーズ文教の偉人

16
17

プラチナ未来人財育成塾参加報告
菊池っ子だより

18

健康だより
思春期教室 ～中学生の乳児ふれあい学習～
後期高齢者医療保険料の納期内納付にご協力を／お詫びと
訂正／歯ッピーキッズ

20
21

文芸きくち
図書だより

22
23

シリーズ菊池遺産／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費生活センターです！

24

～

31

情報つう
▼お知らせ
65 歳～ 74 歳で一定の障がいがある人へ／浄化槽の設置申請は早
めにお願いします／菊池市の放射線量／農業就業奨励金・結婚祝
い金／ 12 月の「税」の納期限 12 月 26 日㈪／熊本県水とみどり
の森づくり税／調理師業務従事者届を提出してください／くまもと
家庭教育支援条例／農地の無断転用は法律違反／介護予防ミニ
講座／雑損控除の申告書作成会

▼募集
職業訓練コース受講生募集／第 45 回旭志元旦マラソン大会参加
者募集／「血糖下げようセミナー」　参加者募集／農地を貸したい
人・借りたい人を募集しています／放送大学４月生募集／友好都市
岩手県遠野市への市民交流団員募集／障がい者対象職業訓練受
講生募集／平成 28 年度自衛官等募集／菊池市職員採用試験／菊
池市任期付職員採用試験／きくち楽習大学「菊池彦の始まり」ツ
アー／首都圏へ進学する皆さんへ有斐学舎入寮生募集／シルバー
人材センター会員募集／戦争に関する資料募集中／空き家バンク
登録

▼相談・講演講習
もの忘れ相談会／認知症介護家族のつどい／男女共同参画専門委
員相談／生活保護１１０番無料相談会／納税相談夜間窓口を開設
します／認知症サポーター養成講座／生活支援サポーター養成講
座／救命講習

▼イベント・その他
第 45 回菊池まちづくり道場／未就学児のためのすくすく講座／未
来につなげるものづくり現場見学会／デタポン

▼市民の広場
琵琶講演会・演奏会／ STREET DANCE 始めませんか？／菊池市
民合唱団団員募集／菊池少年少女合唱団団員募集／菊池合同復
興クリスマスコンサート／英会話講座参加者募集／バウンドテニス
参加者募集／楽しい婚活パーティーに参加しませんか？

32 地域おこし協力隊／シリーズ菊池の企業

33 TOPICS ～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

今月の表紙「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

菊池農業高校畜産科学科３年

益崎裕朗さん42

1_ 受賞を市役所に報告。父は「跡を継いでくれるから、安心して牛舎を大きくできる」
2_ 日課の毛刈り作業。牛はデリケートな生き物のため、細やかな世話が欠かせない　
3_ 牛部の１～２年生の部員たちと。牛が大好きな生徒たちが、毎日休まず世話を続けて
いる。「いつも一緒なので部員の結束は固いです」

２１ ３

牛が、本当に
　かわいいんです

Profile　ますざき・ゆうろう
平成 11 年２月 26 日生まれ。「益崎牧場」の４代
目として、小学生のときから牛舎で家業を手伝う。
現在は高校で畜産の勉強を続けながら、休日は早
朝から実家の仕事に従事する。趣味は釣り、ライ
ブ鑑賞。特技は魚の生け作りと、顔や模様で約
100 匹の牛を判別できること。100 メートル走は
中学時代に 11 秒９で走る。袈裟尾区在住。17 歳

　

酪
農
家
の
４
代
目
。
全
国
の
大
学
生
や
高

校
生
を
対
象
と
し
た「
第
10
回
全
農
学
生『
酪

農
の
夢
』
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、
作
文
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
家

業
を
手
伝
う
中
で
見
え
た
酪
農
経
営
の
改
善

点
を
あ
げ
、
具
体
的
な
経
営
戦
略
と
将
来
設

計
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。「
最
優
秀
賞

は
驚
い
た
。実
感
が
無
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　

３
～
４
歳
の
こ
ろ
に
は
家
業
を
継
ぎ
た
い

と
家
族
に
宣
言
。
尊
敬
す
る
父
の
母
校
、
菊

池
農
業
高
校
へ
進
学
し
、
牛
部
の
部
長
を
務

め
、
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
１
等

賞
５
席
を
獲
得
す
る
な
ど
活
躍
し
た
。
高
校

生
活
と
家
業
の
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
た
め

自
由
な
時
間
は
少
な
い
。「
仕
事
は
大
変
だ

け
ど
、
家
族
や
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
積
み

上
げ
た
こ
と
が
報
わ
れ
る
の
は
楽
し
い
。
牛

は
一
頭
ご
と
に
顔
も
性
格
も
違
う
。
見
て
い

る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
る
」
と
頬
を
緩
め
る
。

　

一
番
の
趣
味
は
釣
り
。
年
に
３
～
４
回
ほ

ど
父
、
弟
と
一
緒
に
船
釣
り
で
天
草
や
五
島

列
島
な
ど
遠
方
ま
で
繰
り
出
す
。「
仕
事
と

趣
味
を
切
り
替
え
る
父
の
メ
リ
ハ
リ
は
す
ご

い
。
い
つ
か
父
を
超
え
た
い
け
れ
ど
、
ま
だ

全
然
追
い
付
け
ま
せ
ん
」

　

専
門
的
な
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
大
学
進
学

を
目
指
す
。
将
来
は
実
家
へ
戻
り
、
地
域
と

連
携
し
た
事
業
、
若
手
後
継
者
づ
く
り
、
就

農
希
望
者
の
受
け
入
れ
な
ど
も
見
据
え
る
。

「
妹
は
す
ご
く
料
理
が
得
意
な
ん
で
す
。
協

力
し
て
、
我
が
家
の
牛
乳
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
製
品
を
販
売
で
き
た
ら
う
れ
し
い
」
と

ア
イ
デ
ア
が
止
ま
ら
な
い
。
地
に
足
を
着
け

て
未
来
を
語
る
若
者
。
将
来
、
帰
郷
し
て
活

躍
す
る
姿
が
楽
し
み
だ
。

［ お問い合わせ ］ 市長公室広報交流係  ☎0968（25）7252

　過去の広報紙をインターネットで閲覧できるデジタル
アーカイブを進めています。古い年代は原本が失われた号
もあるため、不足分を探しています。下記の広報紙をお持
ちの人は、ぜひ市長公室広報交流係までお知らせください。
皆さんのご協力をよろしくお願いします。

昔の広報紙

旧菊池市
昭和33年 ３月、４月
昭和37年 １月
昭和48年 ７月、８月

昭和49年 １～２月、４月
10～11月

昭和50年 １月、８月、９月
昭和51年 ２月
昭和54年 ７月15日、12月１日
昭和55年 ２月15日
昭和56年 ２月１日

昭和57年 ８月15日
10月15日

昭和58年 ５月１日、８月１日
11月15日

昭和59年 ３月15日、９月１日
昭和63年 ９月15日

旧旭志村
 平成７年７月以前の全て
平成７年 10～12月
平成８年 ２月、５月、７月、８月

平成９年 １月、３～８月
10～12月

平成10年 １月、３月、４月
８月、12月

平成11年 10月、11月
平成17年 ３月

旧泗水町
141 号 （昭和54 年3 月～9 月
の間に発行）

旧七城町
平成２年７月以前に発行され
た全ての号

ことしのきくち秋まつり
通し物には、市内の保育
園や幼稚園から多数参加
がありました。会場は園児
たちの演技を一目見よう
と、保護者の皆さんが大勢
駆け付け大にぎわい。子
どもたちが沿道からの声
援に笑顔で応える姿にこ
ちらも笑顔になりました。
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日向灘地震 南海トラフ

南海地震

フィリピン海プレート

ユーラシアプレート

国の発表によると、菊池市では震度５強の地震が発生すると
予想されています。

東南海地震

東海地震

南海トラフ地震の予測範囲 「
大
き
な
地
震
は
も
う
し
ば
ら
く
は
起
こ

ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

熊
本
地
震
か
ら
約
半
年
。
余
震
や
報
道
の

回
数
が
減
り
、
防
災
へ
の
関
心
も
薄
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
以
前
、
熊
本

地
震
が
発
生
し
た
断
層
の
地
震
発
生
確
率

を
「
30
年
以
内
に
最
大
０・
９
％
」
と
見

積
も
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
確
率
を
見
て

あ
な
た
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
。

予
測
さ
れ
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
の

か
分
か
ら
な
い
の
が
地
震
。
熊
本
地
震
の

経
験
を
生
か
し
、
次
の
地
震
に
備
え
る
こ

と
が
、
命
を
守
る
第
一
歩
で
す
。

安
否
確
認
が
完
了
し
ま
し
た
。
消
防

団
は
道
路
状
況
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
、
倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
区
民

と
協
力
し
て
撤
去
す
る
な
ど
、
迅
速

な
復
旧
作
業
を
実
施
。
役
割
を
決
め

て
ど
の
よ
う
に
動
く
か
訓
練
し
て
い

た
こ
と
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。私（
区

長
）
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

住
民
同
士
の
交
流
が
鍵

　

自
主
防
災
会
の
活
動
を
円
滑
に
進

め
る
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、
住
民

同
士
の
交
流
で
す
。
藤
田
区
で
は
夏

祭
り
を
実
施
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど

の
住
民
が
参
加
し
て
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
交
流
が
助
け
合

い
の
精
神
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
他
の
区
で
も
祭
り
や

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
な
ど
、
住
民
が
交

流
す
る
機
会
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

地
域
の
人
材
を
活
用

　

藤
田
区
で
は
、
平
成
26
年
度
に
自

主
防
災
会
を
立
ち
上
げ
、
年
に
１
回

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
区
の
組
織
を
基
本
と
し
、
警
察

や
自
衛
隊
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
、
看
護
師

資
格
者
な
ど
緊
急
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
人
も
加
え
て
い
ま
す
。
高
齢
で

も
元
気
な
人
に
は
、
班
長
な
ど
と
一

緒
に
安
否
確
認
に
回
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
３
月
に
行
っ
た
避
難
訓
練
に

は
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、
避
難

手
順
な
ど
を
確
認
。
そ
の
１
カ
月
後

に
熊
本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

成
果
を
発
揮
、
負
担
も
軽
減

　

夜
中
の
地
震
に
も
関
わ
ら
ず
、
発

生
か
ら
お
よ
そ
１
時
間
で
全
区
民
の

発
災
か
ら
１
時
間
で
全
区
民
の
安
否
を
確
認

藤田区自主防災会長
岩
い わ

木
き

精
せ い

四
し

郎
ろ う

さん

３月に実施した避難訓練。消防署も
指導に駆け付けました

事例①

藤田区自主防災会
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
が

高
確
率
で
起
こ
る
と
予
想

　
熊
本
地
震
で
は
、
本
市
で
最
大
震

度
６
強
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・３
）

の
激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
地
震
活
動
は
収
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
当
分
の
間
は
現
状
程
度

の
活
動
が
続
く
見
込
み
で
引
き
続
き

注
意
が
必
要
で
す
。

　
私
た
ち
が
備
え
る
べ
き
地
震
の
一

つ
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
が
あ
り

ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
は
日
本
列
島
が

位
置
す
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
の

下
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が

沈
み
込
ん
で
い
る
場
所
に
あ
り
ま
す

（
次
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。

　

南
海
ト
ラ
フ
で
は
、
沈
み
込
み

に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
ひ
ず
み
を
解

放
す
る
と
き
に
起
こ
る
大
地
震
が
、

１
０
０
～
２
０
０
年
の
間
隔
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
地
震
調
査
研
究
推
進

本
部
に
よ
る
と
、
30
年
以
内
に
70
％

程
度
の
確
率
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

～
９
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発
生
す
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

訓
練
で
万
が
一
に
備
え
る

　
気
象
庁
は
、
強
い
揺
れ
を
予
想
し

た
場
合
「
緊
急
地
震
速
報
」
を
発
表

し
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
太
平

洋
海
域
で
起
こ
る
た
め
、
緊
急
地
震

速
報
を
見
聞
き
し
て
強
い
揺
れ
が
来

る
ま
で
、
数
十
秒
程
度
の
猶
予
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
屋
内
で
は
頭

を
守
り
、
丈
夫
な
机
の
下
な
ど
安
全

な
場
所
に
避
難
す
る
、
あ
わ
て
て
外

へ
飛
び
出
さ
な
い
な
ど
、
落
ち
着
い

て
身
の
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ

い
。屋
外
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、

看
板
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
落
下
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。 

　

日
頃
か
ら
の
訓
練
も
重
要
で
す
。

家
庭
や
地
域
、
学
校
、
職
場
な
ど
で

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
場
合

や
地
震
の
発
生
時
、
実
際
に
身
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
行
動
が
で
き

る
か
訓
練
し
、
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

─
次
の
地
震
に
備
え
る
─

フィリピン海プレート
ユーラシアプレート

押しながら、年に数センチず
つ、沈み込んでいく

問
い
合
わ
せ
先　
防
災
交
通
課　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
３

南海トラフ地震

30年以内に7
0％

の確率で発生
─
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【熊本地震】防災情報に関するアンケート

情報源で最も利用されたのは
「安心安全メール」

「
一
人
じ
ゃ
難
し
か
っ
た
け
ど
友
達

と
協
力
し
た
ら
で
き
た
」。
企
画
し

た
小お

田だ

麻あ
さ

美み

さ
ん
（
富
の
原
台
）
は

「
熊
本
地
震
の
際
、
避
難
所
で
元
気

な
の
に
運
営
に
協
力
し
な
い
人
が
多

い
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
に
は
何
で
も
他
人
任
せ
に

せ
ず
、
自
主
的
に
行
動
で
き
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

支
援
物
資
と
経
験
を
共
有

　

体
育
館
に
は
復
興
支
援
で
市
に
寄

贈
さ
れ
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
シ
ス
テ

ム
が
設
置
さ
れ
、
実
際
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
充
電
を
試
し
な
が
ら
使
い

方
を
学
習
。
壁
に
は
地
震
の
記
事
が

載
っ
た
新
聞
や
、
児
童
が
作
っ
た
防

災
情
報
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
掲
示
さ

れ
、
み
ん
な
で
防
災
意
識
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
生
き
る
力
を

　

泗
水
小
学
校
で
10
月
15
日
と
16
日

の
二
日
間
、
避
難
所
生
活
を
想
定
し

た
防
災
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
、
同

小
6
年
生
の
児
童
と
保
護
者
ら
約

１
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
熊
本

地
震
の
体
験
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災

害
時
に
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
生
き
抜

く
術
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
保
護

者
が
初
め
て
企
画
。
毎
年
行
っ
て
い

る
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
を
変
更
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
ま
き
を
割
っ
て
火
を

お
こ
し
、
炊
き
出
し
に
挑
戦
。
大
人

か
ら
指
導
を
受
け
た
り
友
達
と
助
け

合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
避
難
所
生
活

を
模
擬
体
験
し
ま
し
た
。
火
お
こ
し

を
初
体
験
し
た
轟

と
ど
ろ

木き

義よ
し

斗と

く
ん
は

避
難
所
で
も
自
主
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に

みんなで協力しながら炊き出しにチャ
レンジ

寄贈されたポータブル蓄電シス
テムの使い方を親子で確認

ま
ず
は
屋
内
の
被
害
対
策
か
ら

　
熊
本
地
震
で
は
、
本
市
で
も
多
く

の
人
が
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。
倒
れ
て

き
た
家
具
に
頭
を
ぶ
つ
け
た
、
割
れ

た
ガ
ラ
ス
や
陶
器
で
足
を
切
っ
た
、

暗
く
て
足
元
が
見
え
ず
転
ん
で
け
が

し
た
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
被
害
の
ほ
ど
ん
ど
は
、
事
前
に
対

策
す
る
こ
と
で
防
止
し
た
り
軽
減
し

た
り
で
き
ま
す
。

家
族
や
地
域
で
ル
ー
ル
を
作
る

　
地
震
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
仕
事
中
の
場
合
、
夜

の
場
合
な
ど
家
族
で
ど
の
よ
う
に
連

絡
を
取
り
合
う
か
、
ど
こ
に
避
難
す

る
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
地
域
で
も
高
齢
者
や
体
の

不
自
由
な
人
の
避
難
を
ど
う
す
る

か
、
避
難
所
や
身
近
な
安
全
な
場
所

は
ど
こ
か
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

① 寝室にはできるだけ背
の高い家具を置かない

② 背の高い家具やテレビ
がある場合は、柱や壁
などに固定する

③ 重い荷物はできるだけ棚の下の段
に置く

④ ガラス窓にはガラス飛
散防止フィルムを貼る

⑤ 懐中電灯の置き場を
決めておく

飲
食
物
は
１
週
間
分
の
備
蓄
を

　
人
は
１
日
２
～
３
㍑
の
水
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
地
震
で

は
２
週
間
ほ
ど
水
が
濁
っ
て
飲
め
な

い
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
よ
う
な
大
災
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
支
援
物
資
が
行
き
届
か

な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
１
人
当
た
り
１
週
間
分
程
度
の

飲
食
物
の
備
蓄
が
必
要
で
す
。

データで知る

　緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情
報、教育、文化、スポーツ、観光、イベント情報
なども配信しています。ぜひご登録ください。

携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規作成」
などを選択。
 「メール作成」画面を開いたら、宛先（ TO）に直接 

「kam@123123.tv」と入力し、空メールを送信。
 10 分程度で「菊池安心メールのご登録」というメー
ルが届きますので、メールを開き、文章の下段にある
URL（アドレス）を選択してください。
 「会員登録」画面を開いたら、各自当てはまる項目に
チェックして「登録」を選択します。

■ 登録手順
❶

❷

❸

❹

■ メールが届かなくなった人
　 送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットからの
メール拒否が考えられます。「ドメイン指
定受信設定」で確認してください。ドメイ
ン指定受信設定方法はホームページに掲載
していますのでご覧ください。

【問い合わせ先】市長公室　☎0968（25）7200
QR コード↑

QR コード
→

安心安全メールに登録を！
情報充実♪

42% 39%

67%

5%

38%
29% 27%

46%

防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機

安
心
安
全
メ
ー
ル

デ
タ
ポ
ン

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ツ
イ
ッ
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

そ
の
他（
※
）

※テレビ、ラジオ、インターネット、LINE、消防団、知人、地域など

　熊本地震を踏まえ、今後の防災行政に活用することを目
的にアンケートを実施しました。質問内容は、利用した情
報源や情報の理解度、日頃の備え、自由意見など全８問。
広報紙、メール、ホームページで回答を受け付け、10 代
から 90 代の市民約 400 人から回答がありました。
　利用した情報源で最も利用頻度が高かったのは安心安全
メールで、「無線が聞こえないときに助かった」「自動で届
きメモも要らないのが良い」などのご意見がありました。
情報の理解度は「分かりやすかった」と「大体分かった」
を合わせると 84％という結果でした。
　分かりにくかった人のご意見として「無線が聞こえにく
い」「ホームページの情報が検索しにくい」「避難所や通行
止めの場所が分からない」「メールの誤配信が多い」など
がありました。いただいた貴重なご意見は今後の防災行政
に生かし、さらに効果的な情報発信につなげていきます。
　詳しいアンケート結果はホームページに掲載していますの
でご覧ください。（http://www.city.kikuchi.
lg.jp/q/aview/256/11857.html） ▲ 市民が利用した複数の情報源に対して最も利用頻度が

高かった情報源の割合

普段から災害に
備えていますか

情報の理解度

備えは熊本地震で
役に立ちましたか

情報の配信回数

56%44%

21%

79%

70%
16%

14%

検索菊池市  防災アンケート

事例②

泗水小防災キャンプ

経
験
を
生
か
す

38%

46%

16%
分かりにく

かった
分かりやす
かった

大体分かった
適切だと思う

わからない

少なかった

いいえ

いいえ

はい
はい

室内での主な 防 災 対 策
できること

から

出前講座実施中
防災に関する出前講座を行っています。
防災交通課までご連絡ください。
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生活支援に関する情報
被災者が１日も早く日常の生活を取り戻すために、
役立つ情報や支援制度などを紹介します。
支援を受けるための要件や申請方法など、詳しくは
各担当課、各総合支所や事業所などへお問い合わせ
ください。

各総合支所の問い合わせ先
■七城総合支所　    ☎ 0968(25)1000
■旭志総合支所　    ☎ 0968(37)3111
■泗水総合支所総務民生課
　（証明書・税・年金）☎ 0968(38)2294　
　（その他）   　　　  ☎ 0968(38)2714

証明書

り災証明書・り災届出証明書
　災害で被害を受けた人に「り災証明

（り災届出証明）」の受け付けと発行を
します。災害発生から期間が経過した
場合、り災原因などの判断ができない
ことがありますので、早めに申請して
ください。
●り災証明書
　住家・非住家（建物）
● り災届出証明書
　建物以外のもの（動産など）

【必要書類】印かん、写真（全景・被
害箇所）、位置図、免許証などの本人
確認書類、委任状（同居家族でない人）
証明書の発行手数料の減免
　援助を受ける手続きに使用する場合
は、次の証明書の発行手数料を減免し
ます。

【手数料が減免できる証明書】住民票、
印鑑証明書、税証明など
問市民課　☎ 0968（25）7211
　各総合支所総務民生課

税の減免

市税の減免　
● 市県民税・国民健康保険税・固定資

産税の減免
　 被害の程度に応じて減免します。
問税務課
　市民税係　　　☎ 0968（25）7206
　固定資産税係　☎ 0968（25）7207
　徴税係　　　　☎ 0968（25）7208
　各総合支所総務民生課

災害見舞金・弔慰金など

災害見舞金
　住家などが被災された人に、市が見
舞金を支給します。

【対象】本市住民基本台帳被記録者
【金額】
●全壊の場合
　住家 20 万円以内
　非住家 10 万円以内

●半壊（大規模半壊）の場合
　住家 10 万円以内
　非住家５万円以内

【申請方法】り災証明により、市から
対象者へ通知します。
　災害により死亡された市民のご遺
族、負傷し入院治療（７日以上）を要し
た人に対し、災害見舞金を支給します。

【支給額】
・死亡の場合　20 万円
・負傷の場合　 １万円
災害弔慰金
　災害により死亡された市民のご遺族
に対し、災害弔慰金を支給します。

【支給額】
・生計維持者が死亡した場合
　500 万円
・その他の人が死亡した場合
　250 万円
問福祉課　☎0968（25）7213
　各総合支所総務民生課
日本財団家屋損害見舞金制度

【対象】全壊世帯・大規模半壊世帯
【金額】１世帯当たり 20 万円
【申請期限】平成 29 年３月 31 日㈮
【申請方法】市から送付する申請書を
日本財団へ提出してください。
日本財団弔慰金制度

【支給額】
死亡の場合　10 万円
問日本財団災害復興支援センター
　熊本本部　☎ 070（3623）9611

生活再建支援金

被災者生活再建支援制度
　住宅が全壊（大規模半壊）の被害を
受けた人に生活再建の支援金を支給し
ます。

【対象】全壊・大規模半壊・半壊解体
の世帯

【支給額】
●２人以上の世帯
・ 全壊または解体の場合
　基礎支援金 100 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円
・ 大規模半壊の場合
　基礎支援金 50 万円
　加算支援金 50 万円～ 200 万円

●単身世帯
・ 全壊または解体の場合
　基礎支援金 75 万円
　 加算支援金 37 万５千円～ 150 万円
・大規模半壊の場合
　基礎支援金 37 万 5 千円
　 加算支援金 37 万５千円～150万円

【申請期限】
基礎支援金　平成 29 年５月 13 日㈯
加算支援金　平成 31 年５月 13 日㈪

【申請方法】福祉課または各総合支所
へ申請書を提出してください。

生活再建資金の融資

生活福祉資金
　住宅の補修や臨時に必要となる経費
を貸し付けます。

【対象】低所得世帯、障がい世帯、高
齢者世帯

【限度額】補修 250 万円、臨時に必要
となる経費 150 万円

【貸付条件】無利子または１．５％
【償還期限】据置２年以内、据置期間
終了後償還 20 年以内
問菊池市社会福祉協議会
☎0968（25）5000

住居の確保・再建

被災住家の応急修理
　自らの資力では応急修理ができない
場合、必要最小限度の修理をします。

【対象】
・ 住宅が半壊の人（資力がないとする

理由書を要する）
・ 住宅が大規模半壊以上の人
※被災住宅の修理が難しい場合、同一
敷地内の納屋や倉庫など改修すること
で居住可能になる場合も対象となりま
す。

【申請期限】平成29年４月13日㈭
【限度額】１世帯 57 万６千円
問都市整備課　☎ 0968（25）7242
問福祉課　☎ 0968（25）7213
熊本県の民間賃貸住宅借上げ事業
　住居の全壊などにより、居住する住
宅がない人に県が借上げた住宅を供給

します。
【対象】り災証明の被害程度が大規模
半壊以上で居住できない人（半壊でも
条件により可）

【入居期間】最長２年
【家賃】無償（光熱水費などは入居者負担）
ユニットハウスなどの貸与
　主に農業、畜産業などをなりわいと
していることから、家を離れられない
事情がある場合に、住居のみのユニッ
トハウスなどを被害を受けた住宅と同
一敷地内に市が設置します。

【対象】り災証明の被害程度が大規模
半壊以上で居住できない人（半壊でも
条件により可）

【貸与期間】最長２年間
問都市整備課住宅係　
　☎ 0968（25）7243

保育・学費など

保育所等保育料の減免
問子育て支援課　
☎ 0968（25）7214
菊池市奨学資金返還の猶予
問学校教育課　
☎ 0968（25）7230

医療保険・介護保険

医療機関などでの窓口負担の免除
　医療機関などの窓口で、次の①～③
に該当する旨を申告することで、平成
29 年２月受診分までの一部負担金の
支払いを免除します。ただし、10 月
受診分以降に関しては支払免除証明書
が必要となります。
① 住家の全半壊、全半焼またはこれに

準ずる被災をした 
② 主たる生計維持者が死亡または重篤

な傷病を負ったり、行方不明である
③ 主たる生計維持者が業務を休止・廃

止した旨や失職して現在収入がない
※ ①により支払猶予を受けられる場合

は、り災証明が必要です。
【対象の医療保険】熊本県全域の市町
村国保・後期高齢者医療保険

後期高齢者医療保険料の減免
問健康推進課国保・医療給付係
　☎ 0968（25）7218
介護保険料などの減免
●介護保険料の減免
● 介護サービス利用料（利用者負担）

の減免
問高齢支援課介護保険係
　☎ 0968（25）7215

年　金

国民年金保険料の減免など
●国民年金保険料の免除
●学生の国民年金保険料納付の猶予
障害基礎年金・老齢福祉年金・特
別障害給付金の支給
　障害基礎年金（年金コード 2650・
6350）、老齢福祉年金、特別障害給付
金の支給停止を解除します。
問市民課　0968（25）7211
　各総合支所総務民生課
問熊本西年金事務所
　☎ 096(353）0142

農林漁業

農林漁業セーフティネット資金
　被災農林漁業者の運転資金を貸し付
けます。

【対象】認定農業者、主業農林漁業者、
認定新規就農者、集落営農組織

【借入限度額】
① 簿記記帳を行っている場合：年間経

営費の12/12または粗収益の12/12
に相当する額のいずれか低い額

②①以外の場合：1,200 万円
【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子）

【償還期限】10 年以内 ( うち据置期間
３年以内 )
※実質無担保・無保証人での貸し付け
農業経営基盤強化資金

（スーパーＬ資金）
　被災した農林漁業用施設などを復旧
するための施設資金を貸し付けます。

【対象者】認定農業者
【借入限度額】

●個人の場合
　３億円（複数部門経営などは６億円）
●法人の場合
　10 億円（常時従事者に応じ 20 億円）

【借入金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【償還期限】25 年以内（うち据置期間
10 年以内）
※実質無担保・無保証人での貸し付け
農林漁業施設資金
　果樹の改植、農林漁業施設、共同利
用施設の災害復旧に要する費用を融資
します。

【対象】農林漁業を営む者、農協・農
協連合会など

【貸付金利】0.10％（貸付当初５年間
実質無利子化）

【借入限度額】負担額の 100% または
１施設当たり 1,200 万円

【償還期限】15 年以内（うち据置期間
３年以内）
※実質無担保・無保証人での貸し付け
被災農業者向け経営体育成支援事業
　農産物の生産・加工に必要な施設・
機械などの復旧経費を支援します。

【対象】農業用施設などが被災した者
で、施設の復旧などを行い農業経営を
継続する者

【助成費】事業費× 9/10 以内（国・県・
市による支援分）

【必要書類】施設・機械などの被害状
況がわかる写真。作業を外注する場合
の見積書や復旧に要する経費などがわ
かる書類（すでに外注した場合は見積
書・納品書・請求書・領収書など）
問農政課　☎ 0968（25）7221

相談

被災者支援無料出張相談
　認定農業者などの担い手の経営再建
を支援するため、無料で出張相談に応
じます。

【対象】認定農業者、農業法人、地域
営農組織（集落営農組織）などの担い手
問 熊本県担い手育成総合支援協議会
　☎ 096(384）3333
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例
年
を
上
回
る
約
１
２
０
０
人
が
参
加

　
10
月
13
日
～
16
日
の
４
日
間
、
菊
池
市
民
広
場

を
メ
ー
ン
会
場
に
「
き
く
ち
秋
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
15
日
の
通
し
物
に
は
、
菊
池
夏
ま
つ
り
で
お
な

じ
み
の
巨
大
白
龍
や
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
熊
本
大
会

出
場
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
友
好
都
市
の
岩
手
県
遠

野
市
か
ら
「
佐
比
内
し
し
踊
り
保
存
会
」、
鹿
児

島
県
龍
郷
町
か
ら
「
六
調
」
が
出
演
。
菊
池
市
消

防
団
の
み
こ
し
や
市
内
の
各
幼
稚
園
・
保
育
園
な

ど
地
元
団
体
も
初
登
場
し
ま
し
た
。

　
出
演
団
体
数
は
昨
年
の
18
団
体
か
ら
25
団
体
に

増
え
、
例
年
を
上
回
る
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
天
気
の
中
、み
こ
し
や
踊
り
、

獅
子
舞
、
千
本
槍
、
武
者
行
列
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
沿
道
か
ら
は
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
の
き
く
ち
さ
ん
を
お
も
て
な
し

　
　
　
　

　
こ
と
し
は
秋
ま
つ
り
の
開
催
に
合
わ
せ
、
全
国

の
菊
池（
地
）姓
の
皆
さ
ん
や
菊
池
に
縁
あ
る
人
、

関
心
あ
る
皆
さ
ん
を
菊
池
に
お
招
き
し
、
お
も
て

な
し
す
る
「
き
く
ち
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
事
業
」

を
展
開
。
秋
ま
つ
り
の
見
学
会
や
菊
池
一
族
ゆ
か

り
の
地
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
、
交
流
会
、
菊
池
一
族

歴
史
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
15
日
、
菊
池
市
民
広
場
で
行
わ
れ
た
交
流
会
に

は
全
国
各
地
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。
会
場
で

は
、
居
合
道
演
舞
や
友
好
都
市
に
よ
る
郷
土
芸
能

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
菊
池
の
郷
土
料
理
や

地
酒
な
ど
が
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に
並
び
ま
し

た
。参
加
者
は
菊
池
一
族
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、

菊
池
の
お
い
し
い
料
理
と
お
酒
を
満
喫
。
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

　
16
日
は
菊
池
市
文
化
会
館
で
、
第
２
回
菊
池
一

族
歴
史
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
く
ま
も
と

文
学
歴
史
館
館
長
・
九
州
大
学
名
誉
教
授
、
服は

っ

部と
り

英ひ
で

雄お

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
の
ほ
か
、
福
岡
県
八

女
市
や
小
郡
市
、
太
刀
洗
町
、
佐
賀
県
伊
万
里
市

の
代
表
者
、
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
本
市
で
ほ
と
ん
ど
の
ロ
ケ
が

行
わ
れ
た
短
編
映
画
「
春
な

れ
や
」
の
無
料
上
映
会
も

開
か
れ
ま
し
た
。

1_4_5_11_ 通し物（市内パレード）には地元団体が多数出演。まつりを盛り上げた 2_ 岩手県遠野市の「しし踊り」。迫力ある踊り
で観客を魅了 3_ 鹿児島県龍郷町の「六調」。陽気な音楽が会場に響いた 6_ ミスユニバース熊本大会出場メンバー 7_ 国重要無形民
俗文化財「御松囃子御能」の奉納 8_能場コンサート。外国人アーティストが世界のさまざまな音楽を披露 9_チーム対抗のど自慢大会。
自慢の歌と踊りを披露 10_15_ 参加者交流会には全国各地から大勢の人が参加。親睦を深めた 12_ 居合道演武 13_ 菊池一族歴史交
流シンポジウムのパネルディスカッション 14_ 短編映画「春なれや」の外

そと
山
やま

文
ぶん

治
じ

監督と音楽を担当した亀
かめ

井
い

登
と

志
し

夫
お

さんの舞台挨拶

1

3

5

78

9

101213
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4

6
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2
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４
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催

泗
水
秋
ま
つ
り

　

11
月
３
日
、
孔
子
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
も
「
し
す
い
コ
ス

モ
ス
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」「
孔
子
ま
つ
り
」

「
農
業
ま
つ
り
」「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
同
日
開
催
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会

に
は
市
内
外
か
ら
４
８
２
人
が
参
加
。

3
キ
ロ
、
5
キ
ロ
、
10
キ
ロ
の
部
門

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の

「
祭
孔
大
典
」
が
ス
タ
ー
ト
。
古
代
中

国
の
華
麗
な
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た

舞
生
の
踊
り
や
、
中
国
古
来
の
楽
器

を
奏
で
る
楽
生
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

菊
池
の
秋
を
彩
る

菊
人
形
・
菊
ま
つ
り

　

11
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で
の
15
日

間
、
菊
池
市
民
広
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
で
は
菊
池
一
族
菊
人
形

の
ほ
か
、
色
と
り
ど
り
の
大
輪
菊
の

鉢
植
え
・
懸
崖
・
盆
栽
・
小
菊
な
ど

約
３
千
点
を
展
示
。
爽
や
か
な
菊
の

花
の
薫
り
と
と
も
に
来
場
者
を
も
て

な
し
ま
し
た
。

　

菊
ま
つ
り
推
進
委
員
会
で
は
随
時

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
商
工
観
光
課
（
☎
０
９
６
８（
25
）

７
２
２
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

菊池市菊花展表彰者（敬称略）
・熊本県知事賞
・熊本県議会議員賞 
・菊池市長賞 
・菊池市議会議長賞
・熊本県県北広域本部長賞
・菊池温泉観光旅館協同組合理事長賞
・菊池市商工会会長賞
・菊池観光協会代表理事賞

橋
は し

本
も と

　勉
つとむ

 ④
川
か わ

口
ぐ ち

鼎
て い

造
ぞ う

 ②
緒

お

方
が た

正
ま さ

俊
と し

 ①
福
ふ く

嶋
し ま

幸
こ う

紀
き

 ⑤
橋
は し

本
も と

　勉
つとむ

 ④
緒

お

方
が た

正
ま さ

俊
と し

 ①
上
う え

村
む ら

雪
ゆ き

子
こ

 ③
川
か わ

口
ぐ ち

鼎
て い

造
ぞ う

 ②

　
10
月
22
日
、
七
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ス
モ

ス
ウ
オ
ー
ク
で
は
、
悪
天
候
に
も
関

わ
ら
ず
約
千
人
が
参
加
。
コ
ス
モ
ス

に
彩
ら
れ
た
七
城
の
河
原
や
田
園
風

景
を
眺
め
な
が
ら
、
５
キ
ロ
、
10
キ

ロ
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
地
点
周
辺
で
は
「
第
４
回

菊
池
市
秋
の
食
の
祭
典
」
を
開
催
。

食
べ
放
題
の
菊
池
米
や
、
つ
き
た
て

の
餅
な
ど
が
参
加
者
に
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。

　

夜
に
は
菊
池
川
の
河
川
敷
で
花

火
の
打
ち
上
げ
。
コ
ス
モ
ス
の
花
と

コ
ス
モ
ブ
リ
ッ
ジ
も
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
、
秋
の
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

① ③② ⑤④

歩
い
て
、食
べ
て
、楽
し
ん
だ
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問い合わせ先
菊池市教育委員会

生涯学習課内
☎ 0968（25）7232

青
少
年
育
成
推
進
員
だ
よ
り

No.41

徳と
く

富と
み

愛あ
い

子こ

（
蘆
花
夫
人
）

　

隈
府
中
町
原
田
家
に
生
ま
れ
。
文

学
少
女
で
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校

卒
。
文
豪
徳
富
蘆
花
と
結
婚
し
、
多

彩
な
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
夫
の

没
後
、「
蘆
花
全
集
」20
巻
を
刊
行
。

城
山
に
髪
塚
が
建
っ
て
い
ま
す
。

先
進
地
視
察
研
修

　

菊
池
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で

は
、
２
年
に
１
度
先
進
地
の
視
察
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
８

月
25
日
～
26
日
に
佐
賀
県
を
視
察
し

ま
し
た
。

▼
１
日
目　
小
城
市
教
育
委
員
会

　

小
城
市
は
平
成
17
年
の
合
併
で
各

地
区
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、
小
城

市
青
少
年
育
成
会
議
と
し
て
組
織
さ

れ
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
主
に
７
校
区
ご
と
に
組

織
さ
れ
た
地
区
青
少
年
育
成
会
で
行

わ
れ
て
お
り
、
地
区
ご
と
の
活
発
な

活
動
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
市
と
類
似
し
て
い
る
も
の
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
土
曜
教
室
、

モ
デ
ル
子
ど
も
ク
ラ
ブ
発
表
、
少
年

少
女
の
声
発
表
会
な
ど
、
本
市
に
は

無
い
活
動
も
あ
り
、
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
発
な
意
見

交
換
が
で
き
、
有
意
義
な
研
修
で
し

た
。

▼
２
日
目　
文
化
財
視
察　

　

佐
賀
県
内
３
カ
所
の
文
化
財
を
視

察
し
ま
し
た
。
佐
賀
と
菊
池
の
歴
史

を
感
じ
な
が
ら
、
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。

園そ
の

木き

道み
ち

子こ

菊
池
ふ
る
さ
と

第2回

か
る
た

ろ
蘆ろ

花か

夫ふ

人じ
ん

愛あ
い

子こ

の
里さ

と

は

『
思お

も

い
出で

の
記き

』にふるさとかるた史跡めぐり

小城市教育委員会を視察

佐賀市歴史民俗館講演会 佐賀城本丸歴史館

潮見神社にある菊池氏第五代経直公の墓（武雄市）

家
庭
教
育
・
青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
て
方

　

10
月
６
日
、
菊
池
市
文
化
会
館
で

教
育
委
員
会
と
青
少
年
育
成
市
民
会

議
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
因い

な

幡ば

美よ
し

子こ

先
生
を
迎
え
、
約

１
４
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
講
演
内
容

　
健
康
と
は
、
肉
体
的
・
精
神
的
・
社

会
的
に
全
て
が
満
た
さ
れ
た
状
態
に
あ

る
こ
と
。

健
康
の
秘
訣

▼ 

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
、

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。
腹
八
分
目　

▼ 

暮
ら
し
の
中
で
運
動
を
取
り
入
れ

る
。
運
動
不
足
は
病
気
の
原
因
。　

▼ 

し
っ
か
り
睡
眠
を
取
る
。
子
ど
も
の

脳
は
寝
て
い
る
間
に
育
つ
。

▼
ス
ト
レ
ス
を
た
め
過
ぎ
な
い

ス
ト
レ
ス
・
ケ
ア

▼ 

腹
の
立
つ
こ
と
や
嫌
な
こ
と
も
否
定

的
に
考
え
込
ま
ず
「
そ
う
な
ん
だ
」

と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
と
め
、
マ
イ

ナ
ス
感
情
に
落
と
し
込
ま
な
い
。
マ

イ
ナ
ス
感
情
は
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
を

引
き
寄
せ
て
し
ま
う
。

▼ 

「
あ
り
が
と
う
」
の
気
持
ち
を
言
葉

に
表
す
こ
と
が
大
切
。

　

プ
ラ
ス
感
情
で
子
ど
も
に
向
き
合

い
、
家
庭
で
生
き
る
力
を
育
て
る
こ

と
の
大
切
さ
が
伝
わ
る
す
て
き
な
講

演
で
し
た
。

佐さ

さ々

木き

大だ
い

司じ

脳

プ
ラ
ス
感
情

マ
イ
ナ
ス
感
情

う
れ
し
い・幸
せ・楽
し
い

悲
し
い・怒
り・不
安

※ 感情を思考でコントロール

感 情

思 考

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

　

渋
江
公
穀
は

と
ん

灘だ
ん

の
次
子
と
し
て

生
ま
れ
、
父
の
亡
く
な
る
１
年
ほ
ど

前
、
16
歳
に
し
て
父
の
跡
を
継
ぎ
渋

江
塾
の
塾
主
と
な
り
ま
し
た
。
長
子

の
公こ

う

温お
ん

は
、
す
で
に
本
家
の
水
神
職

を
継
い
で
い
た
の
で
、
公
穀
が
継
ぐ

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

公
穀
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
賢
く
、
父

灘
や
近こ

ん

藤ど
う

淡た
ん

泉せ
ん

に
学
び
、
剣
術
な

ど
の
武
術
に
も
優
れ
て
い
た
と
い
い

ま
す
。
藩
命
で
文
芸
教
導
師
と
な
り
、

教
育
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

渋
江
家
の
系
列
の
中
で
も
、
そ
の

人
と
な
り
は
実
に
個
性
的
で
、
弟
晩ば

ん

香こ
う

は
公
穀
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

　

公
穀
は
豪ご

う

放ほ
う

磊ら
い

落ら
く

で
、
小
さ
な
こ

と
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
豪
快
な
性
格

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
酒
を
飲
み
過
ぎ

て
羽
目
を
外
す
な
ど
、
普
段
か
ら
奔

放
な
振
る
舞
い
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
非
常
に
見
識
に
富
み
、
弟
子
の

教
育
に
は
と
て
も
熱
心
で
、
常
々
「
男

子
は
勇
気
が
一
番
」
と
激
励
し
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
公
穀
は
、「
誰
か
俺

の
腕
に
火
を
付
け
ら
れ
る
者
が
い
る

か
」
と
自
分
の
腕
を
ま
く
り
出
し
ま

し
た
。
固
唾
を
飲
ん
で
皆
が
見
守
る

中
、
１
人
の
塾
生
が
公
穀
の
腕
に
台

所
の
ま
き
を
く
っ
付
け
る
と
、
公
穀

渋し
ぶ

江え

公こ
う

穀こ
く

（
１
８
３
０
～
８
１
）

は
喜
ん
で
「
男
の
子
は
そ
れ
く
ら
い

の
勇
気
が
な
く
て
は
い
か
ん
」
と
言

っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
公
穀
は
、
立
場
を
か
さ
に
威

張
る
よ
う
な
人
に
会
う
と
、
そ
の
鼻

を
く
じ
い
て
や
ら
な
く
て
は
気
の
済

ま
な
い
人
で
し
た
。
県
の
山
林
官
の

家
に
泊
ま
っ
た
と
き
の
こ
と
、
酒
の

席
で
山
林
官
は
お
ご
り
高
ぶ
っ
て
公

穀
を
馬
鹿
に
し
た
よ
う
な
態
度
を
取

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
公
穀
は

「
あ
な
た
は
草
木
を
統
率
す
る
の
で
し

ょ
う
が
、
私
は
万
物
の
霊
長
で
あ
る

人
間
を
教
え
育
て
る
者
で
す
」
と
言

っ
て
、
と
う
と
う
上
座
に
座
り
、
平

然
と
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
公
穀
で
し
た
が
、
父
亡
き

後
、
常
に
母
や
兄
へ
の
敬
慕
を
忘
れ

な
い
孝
行
者
で
し
た
。
菊
池
を
離
れ

た
折
に
も
、
朝
は
必
ず
家
の
方
角
へ

拍
手
拝
礼
し
、
母
と
兄
へ
の
感
謝
を

示
し
た
そ
う
で
す
。

　

公
穀
は
晩
年
、
家
を
正
観
寺
村
か

ら
南
古
閑
村
に
移
し
ま
し
た
。
お
お

ら
か
で
奔
放
な
人
生
を
歩
ん
だ
公
穀

は
、
52
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し

た
。
旅
行
中
に
容
態
が
急
変
し
、
そ

の
死
を
み
と
れ
な
か
っ
た
弟
の
晩
香

は
、
ひ
つ
ぎ
の
前
で
血
涙
を
流
し
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■「
老
後
」と「
も
し
も
」の
と
き

　
に
備
え
ま
し
ょ
う

　
こ
と
し
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か
。

　
年
金
は
、
自
分
自
身
だ
け
で
な
く
世

代
間
の
助
け
合
い
で
す
。
未
納
の
ま
ま

で
い
る
と
、「
老
後
」
の
年
金
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
「
も
し
も
」
の
と
き
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
保
険

料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

国
民
年
金
保
険
料
の

　
支
払
に
困
っ
た
ら

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
の
長
い
加
入
期
間
中
に

は
、
病
気
や
け
が
、
失
業
な
ど
の
経

済
的
理
由
で
、
保
険
料
を
支
払
う
こ

と
が
困
難
な
時
期
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
、「
免
除
制
度
」

が
あ
な
た
の
年
金
を
守
り
ま
す
。

・ 

収
入
が
少
な
く
生
活
に
困
っ
た
と
き

・ 

病
気
や
け
が
な
ど
で
経
済
的
に
困
っ

た
と
き

・ 

失
業
や
営
業
不
振
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
困
る
と
き

　
手
続
き
は
「
免
除
申
請
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
市
民
課
ま
た
は
総
合

支
所
総
務
民
生
課
の
国
民
年
金
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
で
申
請
す

る
場
合
は
、
申
請
す
る
人
の
年
金
手
帳

ま
た
は
納
付
書
お
よ
び
印
か
ん
を
預
か

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
継
続
申

請
に
よ
り
期
間
延
長
承
認
に
該
当
す
る

人
以
外
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※ 

申
請
書
提
出
後
、
年
金
事
務
所
で
前

年
度
所
得
額
に
よ
り
審
査
が
あ
り
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
免
除
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※ 

国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
免
除
（
４

分
の
３
免
除
・
半
額
免
除
・
４
分
の

１
免
除
）
が
承
認
さ
れ
た
人
は
、
残

り
の
一
部
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未

納
期
間
と
な
り
、
老
後
に
受
け
取
る

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
や
障
が
い

や
死
亡
に
対
す
る
年
金
（
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
死
亡
一
時

金
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
免
除
を
受
け
た
期
間
や
若
年
者
納
付

猶
予
期
間
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
期
間

の
保
険
料
は
、
10
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
、
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と

き
に
は
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
付
き
ま
す
の

で
早
め
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

■ 

予
約
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
10
月
か
ら
全

国
の
年
金
事
務
所
で
年
金
相
談
の
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
年
金
請
求
の

手
続
き
や
、
受
給
し
て
い
る
年
金
に
つ

い
て
相
談
す
る
人
は
、
予
約
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
予
約
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※ 

希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で

予
約
で
き
ま
す
。

※ 

連
絡
す
る
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

近
く
の
年
金
事
務
所
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先（
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
）

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
掛
け
る
場
合

　
☎
03（
６
７
０
０
）１
１
６
５
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参加報告

菊池南中学校２年　末
す え

田
だ

愛
あ い

乃
の

さん

未来への一歩

プラチナ未来人財育成塾

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
「
相
手
の
目
線
か
ら
物

事
を
考
え
ら
れ
る
視
野
の
広
い
医
師
に
な
り
た
い
」

と
考
え
、
そ
の
た
め
に
次
の
３
つ
の
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
「
英
語
力
」
で
す
。
日
本
で
一
般
的

と
さ
れ
て
い
る
医
療
方
法
と
は
異
な
る
も
の
が
海

外
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
に
通
用
す
る
仕
事
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
「
ま
と
め
ら
れ
る
技
術
を
身
に
つ
け
る

こ
と
で
す
。
例
え
ば
「
こ
ん
な
医
師
に
な
り
、
こ

ん
な
医
療
を
し
た
い
」
と
考
え
て
い
て
も
リ
ー
ダ
ー

力
が
な
け
れ
ば
周
囲
に
そ
れ
ら
を
う
ま
く
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
療
現
場
で
は
自
分

一
人
だ
け
で
な
く
皆
と
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
人
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
」
こ
と

で
す
。
御み

手た

洗ら
い

先
生
か
ら
『
自
分
が
正
し
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
で
も
周
り
に
と
っ
て
は
正
し
く
な
い

こ
と
が
あ
る
（
価
値
観
の
違
い
）』
と
学
び
ま
し
た
。

自
分
と
は
異
な
る
考
え
を
尊
重
し
そ
れ
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
は
視
野
を
広
げ
る
時
に
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
以
上
の
３
つ
を
踏
ま
え
て
私
が
実

行
し
よ
う
と
心
に
決
め
た
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
英
語
の
勉
強
に
励
む
。」
具
体
的
に

は
、
毎
朝
15
分
間
ラ
ジ
オ
の
基
礎
英
語
を
聴
き
ま

す
。

　

２
つ
目
は
「
積
極
的
に
リ
ー
ダ
ー
役
を
す
る
。」

学
校
の
行
事
、
学
級
内
の
仕
事
で
中
竹
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
『
背
伸
び
し
な
い
リ
ー
ダ
ー
』
を
実
践

し
て
い
き
ま
す
。

　

３
つ
目
は
「
人
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
。」
相
手

の
目
を
見
て
自
分
の
意
見
と
比
較
し
な
が
ら
聴
き

ま
す
。
こ
の
３
つ
の
こ
と
を
継
続
的
に
実
行
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
研
修
で
は
全
国
の
同
年
代
の
人

達
を
学
び
合
い
７
日
間
の
集
団
生
活
を
し
ま
し
た
。

日
頃
は
体
験
で
き
な
い
経
験
を
し
、
数
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ

た
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
が
「
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
」
で
す
。
活

動
中
は
参
加
者
で
９
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
様
々

な
活
動
を
し
ま
す
。
講
義
後
に
毎
回
実
施
さ
れ
る
Ｇ

Ｗ
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
で
は
そ
の
日
の
講
義
を

通
し
て
自
分
が
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど

を
意
見
交
換
し
ま
す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
講
義
で

心
に
残
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
目
標
に
向
か
っ
て

積
上
げ
て
い
く
」
に
し
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
「
目
標

が
な
く
て
も
今
や
る
べ
き
こ
と
を
一
生
懸
命
や
れ

ば
い
い
と
思
う
よ
」
と
言
い
、
Ｂ
さ
ん
は
「
目
標

が
な
い
と
諦
め
て
し
ま
う
よ
」
と
言
う
。
こ
の
よ

う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
意
見
を
共
有
す
る
こ
と

で
様
々
な
角
度
か
ら
ひ
と
つ
の
物
事
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
「
大
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
」
と
の
出
会
い

で
す
。
先
ほ
ど
の
Ｇ
Ｗ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
将

来
に
つ
い
て
の
相
談
や
健
康
面
な
ど
私
た
ち
が
研

修
す
る
に
あ
た
り
様
々
な
面
で
支
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。
チ
ュ
ー
タ
ー
が
皆
を
ま
と
め
て
い
る
姿
を

見
て
、
私
も
あ
ん
な
指
導
者
に
な
り
た
い
と
感
じ

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
「
講
義
後
の
質
問
内
容
」
で
す
。
ど

の
講
義
の
後
に
も
質
問
の
時
間
が
設
け
て
あ
り
、

先
生
に
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
の
質

問
を
聞
い
て
い
る
と
『
先
生
の
経
験
（
過
去
の
話
）

に
基
づ
き
現
在
の
先
生
が
し
て
い
る
活
動
の
理
由
』

に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
人
が
多
い
な
、
と
感
じ

ま
し
た
。
例
を
挙
げ
る
と
「
先
生
が
留
学
し
た
こ

と
で
現
在
の
活
動
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
」な
ど
。
私
は
質
問
内
容
か
ら〈
成

長
し
て
い
く
た
め
に
は
学
ん
だ
こ
と
の
実
践
が
大

切
〉
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

研
修
初
日
は
初
対
面
で
み
ん
な
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
２
日
目
に
は
仲
良
く
な
り
３
日
目
に
は
昔

か
ら
の
友
達
の
よ
う
に
な
り
、
最
終
日
に
は
涙
な

が
ら
の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
世
界
中
に
友
達
に

な
れ
る
人
が
い
る
の
だ
な
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
夢
を
叶
え
て
ま
た
再
会

し
た
い
で
す
。

　

講
義
で
ど
の
先
生
も
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
と

世
界
」
に
つ
い
て
で
す
。
こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
課
題
に
な
る

の
が
『
日
本
文
化
の
維
持
』
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
と
海
外
の
文
化
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
中
で
「
日
本
の
文
化
を
維
持
し
な
が

ら
海
外
の
文
化
も
取
り
入
れ
て
い
く
」
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
日
本
の
文
化
が
す
べ
て
良
い
訳
で

な
く
外
国
か
ら
見
る
と
良
く
な
い
面
も
必
ず
あ
る

（
常
識
の
違
い
か
ら
）
の
で
、
ど
ち
ら
の
文
化
も
認

め
て
分
か
ち
合
う
と
い
う
意
見
に
達
し
ま
し
た
。

　

世
界
に
は
ま
だ
ま
だ
改
善
し
て
い
く
べ
き
課
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
将
来
、
よ
り
良
い
世
界

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
現
在
自
分
が
で
き
る
こ
と

を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

現
在
は
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
途
中
で
す
。

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
、

夢
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
学
び
の

機
会
を
与
え
て
下
さ
り
支
え
て
下
さ
っ
た
関
係
者

の
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

作　文

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.29

　一人一鉢運動の取り組みで、全校生徒一斉に花
の苗植えを行いました。植えたのはヒャクニチソ
ウの苗を１人２株。赤や白色のきれいな花がたく
さん咲きます。生徒たちは、それぞれ自分のプラ
ンターの水やりや草取りを行うなど愛情を込めて
育てています。生徒たちは花を育てながら、同時
に心を育てる時間になりました。

旭志中学校

　10 月 24 日からスタートする校内人権月間に先
立ち、県内外で活動中の「人権バンドゆう」さん
を招き、人権コンサートを開催しました。生徒た
ちは、とても熱心に歌や語りに聴き入り、歌詞の
意味をしっかりとかみしめていました。人権月間
を通して、いじめや差別などについて学校全体で
考えていきます。

七城中学校
権コンサート人10月15日

１株ずつ丁寧に植え付け一人一鉢責任を持って育てます

人権バンドゆうの皆さん

水やりも毎日欠かしません

　西米良村立村所小学校の児童と交流学習を行い
ました。両校の５・６年生が毎年交流を行っており、
ことしで 10 回目。交流会では、村所小の児童が伝
統芸能の西米良神楽の動きを取り入れた ｢神楽体
操｣ を披露。児童たちは３日間、一緒に授業を受
けたり給食を食べたりしながら交流を深めました。

妹都市の村所小と交流学習姉
隈府小学校10月26日～28日

ブワンフラワーラ８月23 日

　３・４年生を対象に水の大切について学ぶ特別
授業「水の学校」を開催。講師に熊本県の環境立
県推進課藤

ふ じ

田
た

圭
け い

さんを招き、講話と実験授業を行
いました。世界や県内における水の現状、水を汚
さない方法、節水方法などを実験しながら楽しく
学びました。

10月18日

水の汚れを調べる実験 水の飲みくらべ

の恵みに感謝水
戸崎小学校

神楽体操を披露する村所小の児童

七城小学校
としも最高のお米ができたよ！こ10月17 日

　全校児童で稲刈りを行いました。毎年、５年生
が中心となって学校近くの学校田で米作りに取り
組んでおり、ことしも苗床作りから頑張りました。
刈り取った稲は、乾燥・精米して早速給食に登場。
新米の香りと優しい食感に子どもたちは「七城で
生まれてよかった」と笑顔で話していました。

七城小の学校田。みんなで協力して稲刈り

17 162016 December広報きくち2016 December広報きくち



３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

誤

正

10
月
７
日
・
14
日
の
歯
科
検
診
の
結
果

で
、む
し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

荒あ
ら

木き

若わ
か

葉ば　
（
○菊  

亘
）

山や
ま

下し
た

魁か
い

斗と　
（
○菊  

野
間
口
）

内う
ち

田だ

莉り

愛い　
（
○菊  

下
西
寺
）

倉く
ら

本も
と

裕ゆ
う

理り　
（
○菊  

野
間
口
）

今い
ま

村む
ら

悠ゆ
づ

槻き　
（
○菊  

立
町
）

元も
と

村む
ら

心み

結ゆ　
（
○菊  

塚
原
）

中な
か

尾お

武た
け

幸ゆ
き　
（
○菊  

片
角
）

賴よ
り

本も
と　
樹い

つ
き　
（
○菊  

野
間
口
）

松ま
つ

元も
と　

寧ね
い　

（
○菊  

上
出
田
）

佐さ

山や
ま

豊と
よ

隆た
か　
（
○菊  

上
西
寺
）　

近こ
ん

藤ど
う

将ま
さ

斗と　
（
○菊  

北
宮
）

大お
お

塚つ
か

麻ま

絢や　
（
○菊  

下
町
）

永な
が

田た

悠は
る

人ひ
と　
（
○菊  
下
木
庭
）

日ひ

元も
と

雅ま
さ

貴き　
（
○菊  
東
原
）

守も
り

塚つ
か

愉ゆ

菜な　
（
○七  

梶
迫
）

有う

働ど
う

瑠る

偉い

斗と

（
○七  

大
尺
）

田た

尻じ
り

奈な

桜お　
（
○七  

五
海
）

吉よ
し

田だ

麗ら
い

人と　
（
○七  

五
海
）

吉き

良ら

和わ

可か

菜な

（
○七  

間
所
）

田た

中な
か

彩い
ろ

華は　
（
○七  

雇
用
促
進
住
宅
）

山や
ま

下し
た

来ら
い

夢む　
（
○七  

五
海
）

前ま
え

田だ　
雅み

や
び　
（
○泗  

富
の
原
台
）

黒く
ろ

崎さ
き

永え
い

太た　
（
○泗  

桜
山
五
）

仲な
か

田だ

陽は
る

紀き　
（
○泗  

永
）

山や
ま

本も
と

一か
ず

汰た

朗ろ
う

（
○泗  

富
納
）

園そ
の

田だ

悠は
る

人と　
（
○泗  

永
）

中な
か

村む
ら

輝て
る

真ま　
（
○泗  

朝
日
団
地
）

田た

中な
か

湊み
な

士と　
（
○泗  

永
出
分
）

菅か
ん　
優ゆ

う

花か　
（
○泗  

村
吉
）

田た

口ぐ
ち

莉り

心こ

亜あ

（
○泗  

井
戸
方
）　

岩い
わ

木き

陽よ
う

大た　
（
○泗  

富
の
原
北
）

森も
り

田た

清き
よ

春は
る　
（
○泗  

富
の
原
一
）

梶か
じ

原わ
ら

美み

緒お　
（
○旭  

片
川
瀬
）

思
春
期
教
室
と
は

　

思
春
期
を
迎
え
る
中
学
生
の
健
全

育
成
を
目
的
に
、
市
と
中
学
校
が
共

催
で
開
催
す
る
教
室
で
す
。
こ
と
し

は
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
市
内
４

中
学
校
で
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し

ま
し
た
。

　

近
年
、
思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も

少
子
化
が
進
み
、
子
ど
も
た
ち
が
乳

幼
児
と
接
す
る
機
会
は
減
少
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
教
室
を

通
じ
、
生
命
の
尊
さ
や
子
育
て
の
大

切
さ
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
学
習

　

生
徒
た
ち
は
、
事
前
学
習
で
、「
産

ま
れ
た
と
き
の
気
持
ち
」「
赤
ち
ゃ

ん
の
と
き
の
様
子
」「
名
前
の
由
来
」

な
ど
を
家
族
か
ら
聞
き
ま
す
。
小
さ

い
こ
ろ
の
自
分
を
知
り
、
普
段
な
か

な
か
聞
け
な
い
家
族
の
思
い
に
「
生

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
一
生

懸
命
に
考
え
て
く
れ
た
自
分
の
名
前

を
大
事
に
し
た
い
」
な
ど
感
謝
の
気

持
ち
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

■
１
日
目

①
講
話
と
ビ
デ
オ
学
習

　

熊
本
大
学
医
学
部
保
健
学
科
准
教

授
で
助
産
師
の
坂さ

か

梨な
し

京き
ょ
う

子こ

先
生
か
ら

「
う
ま
れ
る
命
、
つ
な
が
る
命
」
の

■
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

　

保
険
料
は
、
国
や
県
、
市
町
村
か

ら
の
負
担
金
や
補
助
金
、
他
の
医
療

保
険
制
度
か
ら
の
支
援
金
な
ど
と
合

わ
せ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運

営
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な
り

ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
め
な
い

で
い
る
と
、
納
期
内
に
納
め
た
人
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
督
促
や
催

告
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
め
ら

れ
な
い
場
合
は
、
滞
納
処
分
（
財
産

の
差
押
な
ど
）
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
督
促
と
は

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
、
納
期
限
後
20
日
以
内
に
督

促
状
に
よ
り
納
付
を
促
し
ま
す
。
督

促
状
発
送
後
に
納
め
ら
れ
る
場
合
は
、

保
険
料
と
併
せ
て
督
促
手
数
料
80
円

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

金
融
機
関
に
納
め
ら
れ
た
場
合
、

市
に
収
納
さ
れ
る
ま
で
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
、
行
き
違
い
で
督
促

状
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
行

き
違
い
を
防
ぐ
た
め
に
も
納
期
内

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
延
滞
金
と
は

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め

る
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
た
割
合
の

延
滞
金
が
か
か
り
、
保
険
料
、
督
促

手
数
料
と
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
き

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

お
詫
び
と
訂
正
②

お
詫
び
と
訂
正
①

講
話
を
聞
き
、
妊
娠
・
出
産
の
ビ
デ

オ
を
見
て
、
生
命
誕
生
の
神
秘
・
尊

さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

②
妊
婦
さ
ん
の
疑
似
体
験

　

妊
娠
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
い
、

妊
娠
９
カ
月
の
お
腹
を
想
定
。
８
～

９
㌔
あ
る
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し

妊
婦
体
験
を
し
ま
し
た
。
横
に
な
っ

て
起
き
上
が
っ
た
り
、
爪
を
切
る

動
作
を
し
た
り
し
て
、
妊
婦
の
日

常
生
活
の
大
変
さ
を
実
感
。
学
校

の
先
生
か
ら
父
親
の
役
割
の
話
も

聞
き
ま
し
た
。

③
抱
っ
こ
体
験

　

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
っ
て
抱
っ
こ

1_ 真剣に講話を聞く生徒たち ２_ 赤ちゃん人形で抱っこ体験 3_ 突然泣
き出した赤ちゃんに戸惑いながらも、懸命に衣服を交換する生徒たち

【 問い合わせ先 】 健康推進課健康推進係
　　　　　　　 ☎ 0968（25）7219

思春期の子どもたちが乳児とふれあ
うことで、生命の尊さや子育ての大切
さ、親としての責任や喜びについて考
える機会として、思春期教室を開催し
ています。今回は、本年度実施した思
春期教室を振り返ります。

ま
す
。

■
催
告
と
は

　

督
促
状
を
送
付
し
て
も
納
め
ら
れ

ず
、
納
付
相
談
も
さ
れ
な
い
場
合
は
、

催
告
書
の
送
付
や
自
宅
な
ど
に
訪
問

し
、
納
付
を
促
し
ま
す
。

■
滞
納
処
分
と
は

　

督
促
や
催
告
を
受
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
納
め
ら
れ
な
い
場
合
や
納
付

相
談
も
さ
れ
な
い
場
合
は
、
滞
納
処

分
を
行
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
財

産
の
調
査
（
預
貯
金
調
査
、
生
命
保

険
の
契
約
状
況
調
査
な
ど
）、
財
産

の
差
押
え
（
預
貯
金
、
不
動
産
、
動

産
な
ど
）、
換
価
処
分
（
預
貯
金
の

取
立
て
、
差
押
物
件
の
公
売
な
ど
）

で
す
。

　

納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
に
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

　

各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　

広
報
き
く
ち
11
月
号
19
ペ
ー
ジ

「
健
診
の
す
す
め
」
の
記
事
で
、
健

診
の
表
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

広
報
き
く
ち
11
月
号
21
ペ
ー
ジ

「
歯
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
」
の
記
事
で
、

お
子
さ
ん
の
名
前
の
読
み
方
が
誤
っ

て
い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　

益え
き

﨑ざ
き

徳と
く

也や

（
○菊  

北
原
）

正　

益ま
す

﨑ざ
き

徳と
く

也や

（
○菊  

北
原
）

❶
む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎

日
の
仕
上
げ
み
が
き 

❷
甘
い
も
の

を
減
ら
し
た
お
や
つ
の
工
夫 

❸
歯

の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期
的

な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯

予
防
に
取
り
組
み
、
健
康

な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

対象者 個人負担金 市補助金
70 ～ 74 歳

（後期高齢者健診） 800 円 6,810 円

対象者 個人負担金 市補助金
70 ～ 74 歳
（特定健診） 800 円 6,810 円

75 歳以上
（後期高齢者健診） 800 円 6,810 円

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

■
２
日
目

　

１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
の
協
力
で
、
ふ
れ
あ
い
学
習
を
行

い
ま
し
た
。
抱
っ
こ
し
た
り
、
オ

ム
ツ
を
替
え
た
り
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
と
交
流
。
母
子
健
康
手
帳
や
妊

娠
中
の
エ
コ
ー
写
真
、
ア
ル
バ
ム

を
見
な
が
ら
、
保
護
者
か
ら
出
産

や
育
児
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
突
然
泣
き
出
し
た
り
、

笑
っ
た
り
、
抱
っ
こ
し
て
い
る
と

眠
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見

せ
る
赤
ち
ゃ
ん
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

積
極
的
に
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

思
春
期
教
室
を
通
し
て

　

生
徒
の
感
想
に
は
「
生
き
る
こ

と
に
つ
い
て
す
ご
く
考
え
さ
せ
ら

れ
た
」「
自
分
が
親
に
な
っ
た
ら
協

力
し
合
っ
て
子
ど
も
を
育
て
た
い
」

「
結
構
重
か
っ
た
。
お
母
さ
ん
は
毎

日
抱
っ
こ
し
て
す
ご
い
」「
赤
ち
ゃ

ん
を
見
た
り
触
っ
た
り
す
る
と
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
り
、
笑
顔
に
な
っ

た
」「
子
育
て
は
大
変
な
こ
と
も
あ

る
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
親

も
一
緒
に
成
長
し
て
い
け
る
こ
と

が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
を
通
し
て
、
命
の

尊
さ
、
育
児
の
苦
労
や
喜
び
・
責
任
、

親
へ
の
感
謝
な
ど
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
す
。
学
校
の
先
生

も
、
生
徒
が
乳
児
に
対
し
て
と
て

も
優
し
く
、
良
い
表
情
を
し
て
い

た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は
、「
妊

娠
・
出
産
の
出
来
事
を
話
す
な
か

で
、
子
育
て
で
き
る
喜
び
を
再
認

識
で
き
た
」「
中
学
生
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
で
新
鮮
な
気
持
ち
に
さ
せ
て

く
れ
た
」「
参
加
し
て
楽
し
い
時
間

が
過
ご
せ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
経
験
し
た
こ
と
、
感

じ
た
思
い
を
大
切
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１

３

２

むし歯を
予防するためには
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素顔の動物園
熊本日日新聞社／編著
熊日出版
熊本地震で休園中の熊本市動植物
園。地震前に熊本日日新聞で連載
されたシリーズの書籍化です。動物
たちの生き生きとした表情や愉快
なしぐさが満載。再開がより楽しみ
になる一冊です。 （所蔵：泗水図書館）

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi- lib.jp/
泗水図書館
中央公民館図書室
七城公民館図書室
旭志公民館図書室

☎0968（38）6866
☎0968（25）1672
☎0968（25）1580
☎0968（37）3111

［閉館日］月曜日・月末・祝日
［閉室日］火曜日・第１日曜日・祝日
［閉室日］日曜日・祝日
［閉室日］日曜日・祝日

一
片
の
秋あ
き
雲ぐ
も
遠
く
里
恋
し

ポ
ケ
ッ
ト
に
集
ま
っ
て
く
る
木
の
実
か
な

コ
ス
モ
ス
の
風
の
強
さ
に
し
た
が
え
り

峯
寺
は
客
き
ゃ
く
多
く
し
て
秋
の
風

高こ
う
札さ
つ
の
跡
よ
り
届
く
秋
の
声

稲
田　
羚
子

光
本
と
よ
い
ち

田
中　
美
智

野
中　
公
枝

岩
木　
敬
治

自
転
車
な
ら
す
ぐ
に
も
着
き
し
と
思
い
つ
つ
百
歩
歩
い
て
腰
を
の
ば
し
ぬ

新に
い
藁わ
ら
の
み
ど
り
欲
し
か
り
氏
神
の
宮
飾
り
に
せ
む
未
熟
の
稲
刈
る

震
災
の
復
興
手
つ
か
ぬ
阿
蘇
益
城
三
度
の
大
型
台
風
逸
れ
り

手
こ
ず
れ
ば
師
匠
に
教
わ
り
ペ
ン
ダ
ン
ト
の
七
宝
つ
く
る
童わ
ら
べに
か
え
り

畑
畦
に
そ
こ
だ
け
残
せ
し
よ
め
な
花
時
折
過
ぐ
る
風
に
さ
ゆ
ら
ぐ

池
田
カ
ツ
子

佐
　々
重
弘

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

高
木　
　
精

休
日
の
朝
コ
ー
ヒ
ー
の
香
ば
し
く
マ
イ
セ
ン
カ
ッ
プ
に
旅
路
を
偲
ぶ

禍
も
福
も
人
生
織
り
な
す
糸
と
し
て
全
て
受
け
入
れ
生
き
抜
き
し
亡は

は母

今
に
し
て
想
え
ば
凛
と
何
時
だ
っ
て
微
笑
ん
で
い
た
亡ち

ち父
の
生
き
様よ
う

花
を
愛
で
人
に
優
し
き
友
の
逝
く
私
の
創
っ
た
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
つ
け
て

家
空
け
し
三
日
の
中う
ち
に
大
根
の
畝
に
双
葉
は
挙
り
列
な
す

桑
野　
睦
子

坂
本　
玲
子

宮
本　
淑
子

林　
　
淑
子

前
原　
ゆ
み

陽
の
暑
し
太
秋
柿
の
初
生
り
を
日
毎
眺
め
て
色
づ
く
を
待
つ

樹
の
下
に
咲
く
紫
の
ヤ
ブ
ラ
ン
よ
大
災
害
に
負
け
ず
毅
然
と

山
鳩
も
小
雀
も
我
も
喘
ぎ
い
る
今
日
の
気
温
は
三
十
八
、七
度

リ
ー
ン
リ
ー
ン
と
真
夜
に
目
覚
め
ば
鈴
虫
の
鳴
き
て
切
な
く
し
み
じ
み
と
聴
く

ひ
と
り
去
り
ま
た
ひ
と
り
去
る
友
ど
ち
よ
老
ひ
て
深
ま
る
こ
の
世
の
無
情

山
城　
雅
子

田
中　
遙
子

岩
根　
博
恵

川
口　
敦
子

中
川　
愛
子

夏
ト
マ
ト
ナ
ス
寂さ

び
ゆ
く
庭
畑
に
赤
黄
の
パ
プ
リ
カ
誇
ら
か
に
輝て

る

鄙ひ
な
に
住
む
嫗お
う
なの
作
り
し
栗
だ
ん
ご
素
朴
な
味
を
楽
し
み
に
け
り

鞍
岳
の
峰を

越ご

し
の
雲
も
あ
か
ね
色
今
日
の
終
は
り
を
染
め
上
げ
て
ゆ
く

過
疎
す
す
む
我
が
産う
ぶ
土す
な
に
移
住
せ
し
原
発
疎
開
の
若
者
が
ゐ
る

ぐ
つ
ぐ
つ
と
す
い
と
ん
煮
ゆ
る
大
鍋
を
囲
み
し
頃
の
生
家
は
色
褪あ

せ
ぬ

岩
永　
典
子

古
賀　
勝
士

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

林　
ま
つ
子

庭
の
柿
秋
到
来
の
色
と
な
り

芋
の
葉
の
こ
ろ
り
転
げ
て
白
露
か
な

鴉
啼
く
釣
瓶
落
し
の
日
は
暮
れ
て

コ
サ
ー
ジ
ュ
に
し
た
き
つ
つ
じ
の
返
り
花

美
し
や
コ
ス
モ
ス
見
ゐ
る
老
夫
婦

服
部　
靜
子

寺
本　
和
子

五
丁　
義
昭

藤
本
ア
ツ
子

森　
　
正
子

ど
こ
ま
で
も
元
気
な
南
瓜
垣
覆
う

鈴
虫
や
無
事
の
ひ
と
日
を
仕
舞
風
呂

台
風
が
く
れ
た
慈
雨
な
り
種
を
ま
く

露
深
し
田
ま
わ
り
裾
を
ぬ
ら
し
お
り

中
尾
ヨ
シ
コ

芹
川　
蓉
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川
の
り
子

媽
が
癌　
飯
の
た
き
か
た
な
ら
い
よ
る

媽
が
癌　
次
捜
し
よ
る
罰
当
た
り

あ
て
は
ず
れ　
何
も
せ
ん
嫁
き
ゃ
あ
も
ろ
た

生
ま
れ
変
わ
っ
て  

美
人
に
な
っ
て
み
た
い
も
の

目
汁
鼻
汁　
茶
飲
み
相
手
も
逃
げ
ら
し
た

中
島　
五
女

井
手　
水
光

柏
原　
乗
仏

御
手
洗
三
代

山
隈　
好
茶

泗水図書館
　白衣の嘘
　穂村弘の、こんなところで。
　水の都黄金の国
　図書館ホスピタル
　文庫本宝船
　素顔の動物園
　しゅくだいとびばこ
　おばあちゃんとバスにのって
中央公民館図書室
　はい。赤ちゃん相談室、田尻です。
　京都でひっそりスピリチュアル 
　風を繡う
　黒い紙
　書きたいことが、いっぱいみつかる作文教室
　そらとぶねこざかな
　ふわふわしっぽと小さな金のくつ
七城公民館図書室
　晩秋の陰画
　九州・沖縄道の駅徹底オールガイド
　しあわせなおうじ
　動物と話せる少女リリアーネ  11
旭志公民館図書室
　何様
　お金が貯まる!スッキリが続く! 片づけ&捨て方
　けん玉の技  123+
　おならをならしたい

 
 長

な が

岡
お か

弘
ひ ろ

樹
き

  著
 穂

ほ

村
む ら

　弘
ひろし

  著
 三

み

木
き

笙
しょう

子
こ

  著
 三

み

萩
は ぎ

せんや  著
 坪

つ ぼ

内
う ち

祐
ゆ う

三
ぞ う

  著
 熊

く ま

本
も と

日
に ち

日
に ち

新
し ん

聞
ぶ ん

社
し ゃ

  編著
 福

ふ く

田
だ

岩
い わ

緒
お

  作
 クリスチャン・ロビンソン  絵

 田
た

尻
じ り

由
ゆ

貴
き

子
こ

  著
 桜

さくら

井
い

識
し き

子
こ

  著
 あさのあつこ  著

 堂
ど う

場
ば

瞬
しゅん

一
い ち

  著
 田

た

近
ぢ か

洵
じゅん

一
い ち

  監修
 わたなべゆういち  作

 デュ・ボウズ・ヘイワード  作

 山
や ま

本
も と

一
い ち

力
り き

  著
 ほり編

へ ん

集
しゅう

事
じ

務
む

所
し ょ

  著
 間

ま

所
どころ

ひさこ・こみねゆら  文・絵
 タニヤ・シュテーブナー  著

 朝
あ さ

井
い

リョウ  著
 日

に っ

経
け い

BP社
し ゃ

  出版
 日

に

本
ほ ん

けん玉
だ ま

協
きょう

会
か い

  監修
 鈴

す ず

木
き

のりたけ  作

寒い日には あったかい部屋でのんびり読書を♥by ヤーコン

12月10日㈯ 午後１時30分～３時30分

泗水図書館  　　　12月28日㈬～平成29年1月4日㈬
中央公民館図書室  12月27日㈫～平成29年1月4日㈬
七城公民館図書室  12月28日㈬～平成29年1月4日㈬
旭志公民館図書室  12月28日㈬～平成29年1月4日㈬

館内では静かに　館内で話すときは、「小声で短時間」
にしてください。継続的に会話するときは、館外に行き
ましょう。

　この時期になると、いろんな場所がイルミネーションで
飾り付けられ、なんだかウキウキ
します。ことしのクリスマスの思
い出に、おとぎ話をイメージした
クリスマスツリーを作ってみませ
んか。お子さんでも作れます。ぜ
ひご参加ください♪

　一人一人が、ほんの少し気をつけることで、みんなが気
持ちよく利用できます。これを機会にもう一度、自分のマ
ナーを見直してみましょう。

無料参加費

【申し込み・問い合わせ先】 旭志公民館図書室

※小学生未満のお子さんは保護者同伴でお願いします。
※事前申し込みが必要です。電話か直接申し込んでください。

※閉館・閉室時の本の返却は、ブックポストをご利用ください。

10人 （先着順）募集人数
旭志公民館図書室ところ

と　き

名前ペン、はさみ、色鉛筆、紙やすり（爪や
すり）、ラメ入りマニキュア

用意するもの

返却期限を守りましょう　今、自分が借りて
いる本を次の利用者が待っている場合もあり
ます。返却期限をしっかりチェックしましょう。

図書館（室）資料は大切に　資料は「みんなのもの」です。
書き込みなどは絶対にしないでください。汚損・破損・
紛失した場合は、弁償していただくことがあります。

21 202016 December広報きくち2016 December広報きくち



問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

74

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）
※  12 月 29 日㈭～平成 29 年１月３日㈫の年末年始は休館

します。

【ギャラリー】
「マーカーペン画展」上村修一
期　間：～ 12 月 11 日㈰
　思いつくまま描いているマーカーペン画です。近くに来
られたら見てください。

「菊池の写真愛好家四人展」廣田喜久男
期　間：12 月 13 日㈫～平成 29 年１月 29 日㈰
　菊池の四季折々の写真を展示します。ぜひご来館くださ
い。皆さんのお越しをお待ちしています。

【まちかど資料館企画展】「菊池三十三観音展」
期　間：～平成 29 年２月 26 日㈰
　この展示会では、菊池三十三観音一番札所から三十三番
札所までを紹介します。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※  12 月 30 日㈮は休館。12 月 31 日㈯～平成 29 年１月

３日㈫は午前 11 時～午後４時

六ろ
く

地じ

蔵ぞ
う

さ
ん

認定番号第ふるさと H27-11 号
推薦者　神来区

煙
突
と
蚕さ

い

霊れ
い

塔と
う　
泗し

水す
い

社し
ゃ

認定番号第ふるさと H27-12 号
推薦者　福本ニ区

「夫婦の手紙・絵手紙展」
期　間　～平成 29 年１月15 日㈰
　全国から募集した手紙の部 68 点と絵手紙の部138 点の
作品を全て展示します。皆さんのお越しをお待ちしていま
す。

第 12 回絵手紙最優秀賞
小
こ

﨑
ざき

洋
よう

子
こ

さん

フットパスコースの
農道から見える景色

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

135

手
帳
・
カ
レ
ン
ダ
ー
と
「
清
め
塩
」  　
　

  

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
稲い

な

田だ

京き
ょ
う

子こ

　

神お
と

来ど

集
落
の
お
守
り
と
し
て
六
地

蔵
が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
体
の
地
蔵
が
１
カ
所
に
祭
っ
て

あ
る
の
は
珍
し
く
、
石
碑
に
は
石
工

の
伊
佐
次
、
八
兵
衛
（
稗
方
区
）
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
が
周
辺
の
清
掃
や
献
花

を
行
う
な
ど
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

２
基
の
煙
突
は
、
菊
池
郡
一
帯
の

製
糸
産
業
興
隆
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。

　

製
糸
工
場
で
は
繭
か
ら
糸
を
繰
り

出
す
際
に
大
量
の
湯
が
必
要
で
、
そ

の
湯
を
沸
か
す
ボ
イ
ラ
ー
の
煙
突
と

し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
熊

本
地
震
で
一
部
破
損
し
て
い
ま
す
。

　

蚕
霊
塔
は
蚕
の
霊
を
祭
る
た
め
に

昭
和
15
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
師
走
に
な
り
、
店
頭
に
も
い
ろ
ん
な

手
帳
や
カ
レ
ン
ダ
ー
が
並
ん
で
い
ま

す
。
年
々
、
六
曜
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
手
帳
や
カ
レ
ン
ダ
ー
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
六
曜
の
中
の

大
安
か
仏
滅
か
を
気
に
し
て
い
る
人
は

あ
ま
り
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、い
ざ
、

家
を
建
て
る
、
結
婚
式
、
葬
式
と
な
る

と
、
大
安
・
仏
滅
・
友
引
を
気
に
し
て

い
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
、
六
曜
が
機
械
的
に
先
勝
・
友

引
・
先
負
・
仏
滅
・
大
安
・
赤
口
の
六

種
の
日
を
順
番
で
繰
り
返
し
当
て
は
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
か

ら
、
人
生
の
大
事
な
と
き
に
根
拠
の
な

い
こ
と
に
左
右
さ
れ
た
く
な
い
と
思

い
、
六
曜
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
手
帳

や
カ
レ
ン
ダ
ー
を
求
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、
差
別
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
迷
信
や
習
わ

し
が
あ
り
ま
す
。
近
年
葬
儀
な
ど
で

の
「
清
め
塩
」
の
習
慣
も
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
、「
清
め
塩
」

が
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
葬
儀
の
と
き
の
し
お

り
に
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
す
。「
・
・
・

略
・
・
・
仏
法
で
は
、
決
し
て
『
死
』

を
『
穢
れ
』
と
受
け
止
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
死
を
『
穢

れ
た
も
の
』
と
し
て
『
清
め
』
て
い
く

風
習
は
無
残
で
あ
り
、
そ
の
習
慣
は
悲

し
く
も
痛
ま
し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
の

で
、
教
え
に
照
ら
し
、『
清
め
塩
』
を

廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
自
分
の

大
切
な
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
清
め

塩
で
清
め
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

　
ま
た
、「
死
ん
だ
人
や
死
ん
だ
牛
や

馬
な
ど
の
生
き
物
を
穢
れ
た
も
の
」
と

と
ら
え
、
死
体
を
処
理
す
る
職
業
や
そ

の
職
業
に
携
わ
っ
て
い
る
人
へ
の
間

違
っ
た
見
方・考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
社
会
の
中
で
欠
か
せ

な
い
重
要
な
職
業
で
あ
る
こ
と
や
今
日

の
産
業
・
文
化
を
つ
く
っ
て
き
た
事
実

な
ど
を
論
理
的・科
学
的
に
学
ぶ
人
権・

同
和
教
育
の
中
で
、
正
し
い
認
識
に
変

わ
っ
た
の
で
す
。
非
科
学
的
・
不
合
理

な
迷
信
や
因
習
・
社
会
の
し
き
た
り
に

と
ら
わ
れ
な
い
と
い
う
人
権
文
化
の
広

が
り
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

あ
る
と
き
「
4
と
9
の
数
は
好
き

じ
ゃ
な
か
」
と
言
っ
た
人
に
「
そ
ん
な

こ
と
を
言
っ
た
ら
、
四
国
の
人
と
九
州

の
人
は
怒
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
」
と
言
っ

た
ら
、「
良
い
数
、
悪
い
数
は
な
か
で

す
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
う
な
ず
か
れ
ま

し
た
。

　

自
分
で
選
べ
な
い
誕
生
日
や
誕
生

地
、
自
分
で
決
め
た
の
で
は
な
い
性
別

や
身
体
な
ど
で
人
の
価
値
が
決
ま
っ
た

り
、
人
生
が
決
め
ら
れ
た
り
す
る
不
合

理
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
今
な
ら
、「
丙ひ

の
え
う
ま午
（
生
ま
れ
）

の
女
性
は
男
性
を
食
い
殺
す
」
と
い
う

迷
信
を
信
じ
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
す

が
、
結
婚
時
に
も
苦
し
ん
だ
り
、
そ
の

年
に
身
ご
も
っ
た
胎
児
を
何
万
人
も
堕

胎
し
た
り
し
て
、
命
の
尊
厳
を
傷
つ
け

た
歴
史
的
事
実
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　

し
き
た
り
、
習
わ
し
と
い
わ
れ
る

慣
習
の
中
に
、
迷
信
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
ツ
バ
メ

が
低
く
飛
ん
で
い
る
と
、
雨
が
近
い
」

と
か
、「
月
の
周
り
に
霞か

す
み

が
か
か
っ
て

い
る
と
翌
日
は
雨
天
」
な
ど
、
先
人

の
知
恵
や
科
学
的
な
も
の
は
よ
い
の

で
す
が
、「
昔
か
ら
言
っ
て
い
る
か
ら
、

み
ん
な
が
言
う
か
ら
」
と
い
う
考
え

方
に
流
さ
れ
ず
、「
そ
う
か
な
」
と
立

ち
止
ま
っ
て
論
理
的
に
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。
人
と
人
を
切
り
離
し
た

り
人
を
排
除
し
た
り
す
る
も
の
な
の

か
、
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
も
の
な

の
か
を
考
え
て
迷
信
に
惑

わ
さ
れ
な
い
生
き
方

を
し
た
い
で
す
。

地
域
の
宝
さ
が
し

　
日
本
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
以

下
、
Ｇ
Ｔ
）
と
は
、「
農
山
漁
村
地
域

の
魅
力
の
再
発
見
と
そ
の
活
用
」
を
捉

え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
型
Ｇ
Ｔ
は

「
地
域
づ
く
り
」と
も
言
え
る
わ
け
で
す
。

　

地
域
散
策
を
し
て
い
た
と
き
の
こ

と
。
農
道
か
ら
の
風
景
に
ふ
と
目
を
や

る
と
、
ま
さ
に
絶
景
と
呼
べ
る
景
色
と

出
会
い
ま
し
た
。
地
域
の
人
に
そ
の
こ

と
を
告
げ
る
と
「
あ
ぁ
、あ
の
景
色
ね
」

と
つ
れ
な
い
返
事
。
聞
く
と
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
見
て
い
た
景
色
に
、
い
ま
さ

ら
感
動
し
な
い
と
の
こ
と
。
そ
こ
は
今
、

フ
ッ
ト
パ
ス
の
コ
ー
ス
と
な
り
、
地
域

外
の
人
々
に
大
い
に
評
価
さ
れ
る
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
然
が
豊
か
で
食
材
が
豊
富
な
菊
池

市
。「
菊
池
ら
し
い
こ
と
・
菊
池
で
当

た
り
前
の
こ
と
」
が
Ｇ
Ｔ
を
推
進
す
る

上
で
有
利
に
働
く
可
能
性
が
多
い
に
あ

る
わ
け
で
す
。

　
あ
な
た
の

地
域
に
あ
る

も
の
が
宝
に

な
る
。
そ
ん

な
目
線
で
、

地
域
を
見
直

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

契
約
と
は

　
契
約
は
法
的
な
責
任
が
生
じ
る
約
束

で
す
。
契
約
を
守
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、

損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
契
約
の

取
り
消
し
、
解
除
な
ど
が
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
相
手
が
認
め
な
い
と

き
は
裁
判
な
ど
で
争
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

　
今
月
は
契
約
を
結
ぶ
前
の
注
意
点
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
契
約
は
必
要
で
す
か

▼ 

自
分
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
商
品

サ
ー
ビ
ス
で
す
か

▼ 

勧
誘
ま
た
は
広
告
に
惑
わ
さ
れ
て
、

契
約
が
必
要
だ
と
思
い
込
ん
で
い
ま

せ
ん
か

▼ 

今
す
ぐ
に
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
か

▼ 

他
社
の
同
種
商
品
や
品
質
に
つ
い
て

価
格
を
比
較
検
討
し
ま
し
た
か

内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
た
か

▼ 

何
を
、
い
く
つ
、
い
く
ら
で
契
約
す

る
の
か
理
解
し
て
い
ま
す
か

▼ 

申
込
書（
契
約
書
）に
ク
ー
リ
ン
グ・

オ
フ
の
記
載
が
あ
り
ま
す
か

▼ 

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、
解
約

返
品
で
き
る
か
ど
う
か
、
で
き
る
場

合
の
条
件
を
確
認
し
ま
し
た
か

▼ 

お
試
し
価
格
と
書
か
れ
て
い
る
商
品

で
、
定
期
購
入
す
る
こ
と
が
条
件
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

▼ 

販
売
業
者
の
住
所
、
電
話
番
号
、
代

表
者
の
記
載
が
あ
り
ま
す
か

▼ 

代
金
の
支
払
い
が
遅
れ
た
場
合
、
ど

の
よ
う
な
責
任
（
違
約
金
・
損
害
賠

償
）
を
負
う
か
、契
約
条
項
（
約
款
）

を
確
認
し
ま
し
た
か

い
つ
ま
で
の
契
約
か
確
認
し
ま
し
た
か

▼ 

契
約
期
間
の
最
後
ま
で
契
約
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

▼ 

契
約
の
途
中
で
解
約
で
き
る
契
約
か

ど
う
か
、
で
き
る
場
合
の
条
件
を
確

認
し
ま
し
た
か

▼ 

途
中
で
解
約
し
た
場
合
の
違
約
金
や

精
算
額
を
理
解
し
て
い
ま
す
か

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す 

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
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菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112

お
知
ら
せ

12 月の「税」の納期限
12 月26 日㈪

問税務課
　市民税係　　　☎ (25)7206

●国民健康保険税第６期
●市県民税第４期　
口座振替を利用している人は 12 月
26 日㈪に振替を行いますので、残
高の確認をお願いします。

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 10 月 25 日 曇り 0.014
泗水総合支所 10 月 25 日 曇り 0.023
菊池市役所 11 月１日 晴れ 0.027

七城総合支所 11 月８日 曇り 0.022
※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

10 月 25 日 曇り 0.042
11 月１日 晴れ 0.041
11 月８日 曇り 0.044

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

問高齢支援課地域包括支援係
☎（25）7216

介護予防ミニ講座

浄
化
槽
の
設
置
申
請
は

早
め
に
お
願
い
し
ま
す

　
申
請
者
の
一
部
負
担
金
で
市
が
浄
化
槽

本
体
を
設
置
・
維
持
管
理
を
行
う
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
申
請
か
ら
浄
化
槽
設
置
工
事
の
着
工
ま

で
１
カ
月
半
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
内
工
事
受
付
期
限

　
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

　
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬
以
降
の
受
け
付

け
分
は
、
平
成
29
年
度
の
工
事
と
な
り
ま

す
。
浄
化
槽
設
置
を
お
考
え
の
人
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
工
務
係　

　
☎（
25
）７
２
４
４

65
歳
～
74
歳
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
人
へ

　
65
歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ

る
人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
障
害
認
定
と
言
い
ま

す
。

障
害
認
定
対
象
者

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の
い
ず
れ

か
を
持
つ
人

・ 

障
害
基
礎
年
金
１
級
ま
た
は
２
級
の
年

金
証
書
を
持
つ
人

・ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
持
つ
人

・
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
を
持
つ
人

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
４
級
を
持
つ
人
で
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人　
▼
音
声

機
能
ま
た
は
言
語
機
能
の
著
し
い
障
が

い
▼
両
下
肢
の
全
て
の
指
を
欠
く
▼
１

下
肢
を
下
腿
の
２
分
の
１
以
上
欠
く
▼

１
下
肢
の
機
能
の
著
し
い
障
が
い

申
請
に
必
要
な
も
の　

▼
加
入
前
の
被
保
険
者
証

▼
印
か
ん

▼ 

障
が
い
の
程
度
が
分
か
る
も
の
（
身
体

障
害
者
手
帳
、年
金
証
書（
障
害
年
金
）、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育
手

帳
な
ど
）

※ 

県
外
か
ら
転
入
し
た
人
は
、
転
入
前
の

広
域
連
合
が
発
行
し
た
障
害
認
定
証
明

書
※ 

加
入
日
（
資
格
取
得
日
）
は
、
申
請
に

基
づ
き
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
認
め
た
日
と
な
り
ま
す
。

※ 

障
害
認
定
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
場
合
は
、
加
入
月
か
ら
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
が
必
要
で

す
。

※ 
月
の
途
中
で
認
定
を
受
け
る
場
合
は
、

そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
そ
れ
ぞ
れ
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

有
期
認
定　

　
障
が
い
の
程
度
が
分
か
る
手
帳
な
ど
に

有
効
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ

の
有
効
期
限
の
日
ま
で
の
障
害
認
定
と
な

り
ま
す
。手
帳
な
ど
を
更
新
し
た
場
合
は
、

有
期
認
定
の
更
新
手
続
き
が
で
き
ま
す
の

で
、
更
新
し
た
手
帳
な
ど
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。
手
帳
な
ど
の
更
新
手
続
中
に
有
期

認
定
の
更
新
手
続
き
を
希
望
す
る
場
合
は

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
障
害
認
定
の
撤
回　

　
障
害
認
定
は
い
つ
で
も
将
来
に
向
か
っ

て
撤
回
で
き
ま
す
。
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
一
定
の
障
が
い
に
該
当
し
な
く
な
っ
た

場
合　

　
障
害
認
定
を
受
け
て
い
る
人
が
一
定
の

障
が
い
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
②
の
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

▼
印
か
ん

※ 

障
害
認
定
撤
回
申
請
を
し
た
日
、
一
定

の
障
が
い
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資

格
を
喪
失
し
ま
す
の
で
、
他
の
健
康
保

険
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

農
業
就
業
奨
励
金

結
婚
祝
い
金

農
業
就
業
奨
励
金

　
実
践
力
旺
盛
な
農
業
後
継
者
育
成
の
た

め
、
新
規
農
業
就
業
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。
地
元
区
長
に
連
絡
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

奨
励
金
額　
１
人
当
た
り
30
万
円

申
請
期
限　
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

条　
件　
次
の
全
て
の
項
目
を
満
た
す
こ

と　
▼
４
月
以
降
、
専
業
農
家
と
し
て
就

農
し
、
今
後
も
継
続
し
て
営
農
し
て
い
く

人
▼
市
内
に
居
住
し
、
満
17
歳
以
上
40
歳

未
満
の
人
▼
中
学
卒
業
者
は
、
卒
業
後
２

年
間
就
農
し
、
定
着
可
能
な
人
▼
奨
励
金

の
交
付
を
受
け
た
年
か
ら
５
年
間
は
、
就

農
状
況
報
告
を
毎
年
行
う
こ
と
※
農
業
を

辞
め
た
場
合
は
返
還
が
必
要
で
す
。

結
婚
祝
い
金

　
専
業
農
家
お
よ
び
そ
の
後
継
者
が
結
婚

す
る
場
合
は
、
祝
い
金
を
交
付
し
ま
す
。

結
婚
祝
い
金　
１
組
当
た
り
５
万
円

問
●申
農
政
課
農
政
係　
☎（
25
）７
２
２
１

熊
本
県
水
と
み
ど
り
の

森
づ
く
り
税

あ
な
た
の
五
百
円
が
森
を
守
っ
て
い
ま
す

　
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
熊
本
県

水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税
」（
年
間
個

人
５
０
０
円
、
法
人
千
円
～
４
万
円
）
を

活
用
し
、
水
を
蓄
え
、
災
害
を
防
止
す
る

な
ど
の
森
林
の
公
益
的
機
能
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。
森
林
を
元
気
な
姿
に
す
る

取
り
組
み
や
、
森
林
の
役
割
な
ど
の
普
及

啓
発
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
農
林
水
産
政
策
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
２
２

く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援
条
例

　
県
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
く
ま
も

と
家
庭
教
育
支
援
条
例
」
を
制
定
し
、
家

庭
教
育
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

条
例
で
は
保
護
者
の
役
割
（
第
６
条
）

や
学
校
の
役
割
（
第
７
条
）、
地
域
の
役

割（
第
８
条
）、事
業
所
の
役
割（
第
９
条
）

な
ど
に
つ
い
て
定
め
、
家
庭
教
育
の
支
援

を
多
く
の
人
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
県
社
会
教
育
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
６
９
８

　
就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、
法
に
基
づ

き
２
年
ご
と
に
就
業
地
な
ど
に
関
す
る
届

け
出
が
必
要
で
す
。

対　
象　
12
月
31
日
現
在
、
調
理
師
免
許

を
持
ち
県
内
で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い

る
人

届
出
用
紙
の
設
置
場
所　
県
庁
健
康
づ
く

り
推
進
課
、
県
内
保
健
所
、
熊
本
市
の
保

健
所
・
各
区
役
所
、
山
鹿
市
役
所

提
出
期
限　
平
成
29
年
１
月
16
日
㈪

提
出
先　

就
業
地
を
所
管
す
る
保
健
所

（
山
鹿
保
健
所
を
除
く
）、
就
業
地
が
熊
本

市
の
人
は
熊
本
市
保
健
所
、
就
業
地
が
山

鹿
市
の
人
は
山
鹿
市
役
所

問
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

調
理
師
業
務
従
事
者
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
農
地
に
建
物
を
建
て
た
り
、
資
材
置
場

や
駐
車
場
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
農
地
を

農
地
以
外
の
用
途
で
利
用
す
る
場
合
は
、

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で
転
用
を
行
っ

た
場
合
は
法
律
違
反
と
な
り
、
違
反
転
用

し
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
土
地
所
有
者

も
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

　
転
用
の
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
農
地
係

　
☎（
25
）７
２
３
５

農
地
の
無
断
転
用
は
法
律
違
反

～ 認知症予防シリーズ ② ～
　認知症になる原因の 1つは脳の老化です。高齢になる
と「記憶する力」・「計画をたてる力」・「2 つの事を同時に
する力」の 3 つの力が特に弱ってきます。これらの力を
鍛える効果がある「料理」に取り組んで、認知症を予防
しましょう。

認知症を予防する料理のススメ
●新しい献立を考えてみましょう　今まで作ったことが
ない料理を献立から考えてみましょう。献立を考える
際には食経験を思い出すので、「記憶する力」が鍛えら
れます。さらに、調理手順を考える際には「計画をたて
る力」が鍛えられます。
●作成した献立を試作してみましょう　調理する際に
は、2 つのことを同時にする場面が多々あります。また、
1つの作業をしながら次の作業について考える場面も
あります。これにより、「2つの事を同時にする力」が鍛
えられます。
●より良い献立を考えましょう　試作・試食が終わった
ら、献立の改善点を考えましょう。工夫を重ねることで
脳に良い刺激が与えられます。
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

障
が
い
者
対
象

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

問
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

科　目 受講できる障がい区分 定員 内　容 募集期間 訓練期間 場　所

パソコン
基礎習得科

身 体 障 が い の う ち 下
肢・内部障がい、精神
障がい、発達障がい、
難病、高次脳機能障が
い

６人

ワード・エクセル・
パワーポイントの
資格取得を目指し
ます。

12 月12 日㈪～
平 成 29 年 １ 月
31 日㈫

平成 29 年
３月１日㈬～
５月 31 日㈬

㈱総合プラント
熊本市中央区神水１
丁目 38-10

ビジネス
パソコン
基礎科

身体障がいのうち聴覚
障がい・上肢障がい・
下肢障がい・内部障が
い、精神障がい、発達
障がい、難病

７人

パソコンの基本操
作から、ワープロ・
表計算３級取得を
目指します。

12 月12 日㈪～
平 成 29 年 １ 月
31 日㈫

平成 29 年
３月１日㈬～
５月 31 日㈬

㈱カランクラス
合志市野々島 4414-
125

※詳しくは熊本県立高等技術専門校ホームページに掲載しています。「熊本県立高等技術専門校」で検索してください。

募
集

　
職
業
訓
練
は
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
無
料

で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

自
己
負
担
）。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

友
好
都
市
岩
手
県
遠
野
市
へ
の

市
民
交
流
団
員
募
集

　
岩
手
県
遠
野
市
へ
の
市
民
交
流
団
員
を

募
集
し
ま
す
。
市
民
手
づ
く
り
の
「
遠
野

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
鑑
劇
の
ほ
か
、
遠
野
市

民
と
の
交
流
や
視
察
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
平
成
29
年
２
月
25
日
㈯
～
27
日

㈪　
２
泊
３
日

募
集
人
数　
９
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　
５
万
円

応
募
資
格　
友
好
都
市
と
の
交
流
の
趣
旨

を
理
解
し
、
参
加
後
は
菊
池
都
市
間
交
流

の
会
に
入
会
し
て
交
流
活
動
を
行
う
人
。

応
募
方
法　

応
募
票
の
提
出
が
必
要
で

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
12
月
20
日
㈫

問
●申
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局
（
市

長
公
室
内
）
☎（
25
）７
２
５
２

　
平
成
28
年
度
第
２
回
菊
池
市
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
区
分
・
採
用
予
定
者
数

①
土
木　
大
卒
程
度　
　
　
　
１
人
程
度

②
建
築　
社
会
人
経
験
者
枠　
１
人
程
度

受
験
資
格

① 

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
、
平
成
７

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
次

に
該
当
す
る
人　
㋐
大
学
を
卒
業
し
た

人
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
大

学
卒
業
見
込
み
の
人　
㋑
市
長
が
㋐
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

② 

昭
和
55
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、１
級
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
、

民
間
企
業
な
ど
に
お
い
て
、
建
築
技
術

に
関
す
る
職
務
経
験
が
、
直
近
８
年
中

５
年
以
上
あ
る
人

試
験
日
・
会
場
・
内
容

　
平
成
29
年
２
月
５
日
㈰

　
菊
池
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議
室
ほ
か

　
筆
記
試
験
、
個
別
面
接
試
験

受
付
期
間

　
12
月
15
日
㈭
～
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

※
㈯
㈰
㈷
年
末
年
始
を
除
く
。

申
込
方
法　

　
申
込
書
は
総
務
課
職
員
係
（
中
央
公
民

館
２
階
）
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
菊
池
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支

所
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

す
。

問
●申
総
務
課
職
員
係　
☎（
25
）７
２
０
４

菊
池
市
職
員
採
用
試
験

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

平
成
29
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

第
１
回　
平
成
29
年
２
月
28
日
㈫

第
２
回　
平
成
29
年
３
月
20
日
㈪

問
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表

自衛官
候補生

（男子）

18 歳以上
27 歳未満

年間を通じて受け付け
ています 受付時にお知らせします 試験日にお知らせします

防衛大学校
学生一般
（後期）

高卒（見込含）
21 歳未満（自衛
官は 23 歳未満）

平成 29 年１月 21 日㈬
～ 27 日㈮

１次 : 平成 29年２月18日㈯
２次 : 平成 29年３月10日㈮

1 次 : 平成29年３月３日㈮
最終 : 平成29年３月17日㈮

平成28年度自衛官等募集 問●申自衛隊熊本地方協力本部菊池分駐所 ☎ (24)2772
第
45
回
旭
志
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

と　
き　
平
成
29
年
1
月
1
日
㈰
㈷

　
受
付　
午
前
9
時
30
分
～
10
時

受
付
会
場　
旭
志
総
合
支
所
駐
車
場

コ
ー
ス　
３
㌔
・
７
㌔

申
込
方
法　
当
日
、
受
付
会
場
で
受
付
時

間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
本
大
会
中
に
お
け
る
不
慮
の
事

故
な
ど
は
、
１
日
保
険
の
範
囲
ま
で
と
し

ま
す
。
先
着
２
５
０
人
に
参
加
賞
を
差
し

上
げ
ま
す
。

問
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

雑
損
控
除
の
申
告
書
作
成
会

　
雑
損
控
除
の
申
告
書
作
成
会
を
開
催
し

ま
す
。
地
震
で
住
宅
や
家
財
な
ど
に
被
害

を
受
け
た
人
は
、
雑
損
控
除
を
は
じ
め
と

し
た
所
得
税
（
住
民
税
）
の
軽
減
措
置
な

ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
設
期
間　
平
成
29
年
１
月
23
日
㈪
～
２

月
15
日
㈬
（
㈯
㈰
を
除
く
）
午
前
９
時
～

午
後
４
時

開
設
場
所　
Ｊ
Ａ
菊
池
中
央
支
所
２
階
会

議
室
（
隈
府
８
５
２
）
※
駐
車
場
は
菊
池

税
務
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
な
ど
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載

が
必
要
で
す
。税
務
署
へ
提
出
す
る
際
は
、

申
告
し
た
人
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま

た
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
菊
池
税
務
署　
☎（
25
）２
１
２
１

農
地
を
貸
し
た
い
人
・
借
り
た

い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
農
業
公
社
は
、
農
業
経
営
を
縮

小
す
る
人
な
ど
か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、

担
い
手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
地
域
の
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し

た
い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借
り
た
い
」

と
い
う
人
は
、
市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓

口
、
熊
本
県
農
業
公
社
に
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
県
農
業
公
社

　
☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

訓
練
場
所　
合
志
市

訓
練
科
目　
福
祉
住
環
境
サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
間　
12
月
１
日
㈭
～
22
日
㈭

訓
練
期
間　
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬
～
７

月
27
日
㈭

　
他
に
も
新
た
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当　

　
☎（
24
）８
６
２
５

「
血
糖
下
げ
よ
う
セ
ミ
ナ
ー
」　

参
加
者
募
集

と　
き　
平
成
29
年
１
月
24
日
㈫
・
31
日

㈫
・
２
月
７
日
㈫
・
３
月
７
日
㈫
全
４
回

　
受
付　
午
後
６
時
30
分
～

　
開
始　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

内　
容　
▼「
食
べ
て
調
べ
て
見
て
実
感
」

食
後
の
血
糖
の
変
化
▼
一
石
二
鳥
の
筋
ト

レ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ・ス
テ
ッ
プ
運
動
▼「
サ

ゲ
サ
ゲ
」血
糖
ク
ッ
キ
ン
グ（
調
理
実
習
）

な
ど

対
象
者　

市
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

の
条
件
を
満
た
す
人　

▼
空
腹
時
血
糖

１
０
０m

g/dl

以
上
▼H

bA
1c

５・
６

％
以
上
▼
糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
に
関
心

が
あ
る
※
糖
尿
病
治
療
中
の
人
は
主
治
医

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
１
０
８
０
円　
全
4
回
分

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給

付
係
、
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
、
菊
池

養
生
園
保
健
組
合
の
い
ず
れ
か
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係　

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

　
１
級
建
築
士
の
有
資
格
者
を
対
象
と
し

た
任
期
付
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

募
集
職
種　
建
築

採
用
予
定
者
数　
１
人
程
度

職
務
内
容　
公
有
施
設
（
建
築
お
よ
び
維

持
管
理
）　

に
係
る
設
計
、
積
算
、
工
事

監
督
な
ど
の
専
門
の
技
術
業
務

任　
期　
平
成
29
年
２
月
１
日
㈬
～
平
成

31
年
１
月
31
日
㈭

受
験
資
格　

① 

平
成
28
年
３
月
末
現
在
で
、
行
政
機
関

や
民
間
企
業
な
ど
の
職
員
と
し
て
建
築

工
事
の
設
計
、
積
算
、
工
事
監
理
の
業

務
に
従
事
し
た
経
験
を
通
算
５
年
以
上

有
す
る
人　

② 

１
級
建
築
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る

人
試
験
内
容

▼
１
次
試
験　
書
類
選
考

▼
２
次
試
験　
人
物
試
験

受
付
期
間　

　
12
月
１
日
㈭
～
27
日
㈫　

※
㈯
㈰
㈷
年
末
年
始
を
除
く

申
込
方
法　

　
申
込
書
は
都
市
整
備
課
（
菊
池
市
浄
水

セ
ン
タ
ー
２
階
）
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
菊
池
市
役
所
本
庁
お
よ
び
各

総
合
支
所
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

問
●申
都
市
整
備
課
建
築
係　

　
☎（
25
）７
２
４
２

菊
池
市
任
期
付

職
員
採
用
試
験
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各総合支所の問い合わせ先
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相
談

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
の
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
19
日
㈪
～
22
日
㈭

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　

　
☎（
25
）７
２
０
８

き
く
ち
楽
習
大
学

「
菊ク

ク

池チ

彦ヒ
ク

の
始
ま
り
」
ツ
ア
ー

　
菊
池
市
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
菊
池
に
か
つ
て
あ

っ
た
古
代
の
湖
「
茂
賀
の
浦
」
に
ま
つ
わ

る
歴
史
に
つ
い
て
、
現
地
を
巡
り
な
が
ら

楽
し
く
学
び
ま
す
。

と　
き　
12
月
17
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

コ
ー
ス　
神お

と
来ど

、
鍋
田
・
志し

じ々

岐き

、
山
鹿

大
宮
神
社
、
千
田
聖
母
八
幡
宮
な
ど

参
加
費　
１
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

定　
員　
25
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
12
月
12
日
㈪

問
●申
菊
池
都
市
間
交
流
の
会
事
務
局
（
市

長
公
室
内
）
☎（
25
）７
２
５
２

空
き
家
バ
ン
ク
登
録

　

市
内
に
あ
る
空
き
家
を
有
効
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
空
き
家
を
放
置
す
る
と
、
老
朽
化
が
進

み
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
の
問
題
も
発
生
し

ま
す
。
空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
企
画
振
興
課
集
落
・
定
住
支
援
室

　
☎（
25
）７
２
５
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　
本
年
度
、
最
後
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。 

と　
き　
12
月
８
日
㈭　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
片
角
２
９
８
‐
４
）

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
、
印
か
ん
、

本
人
名
義
通
帳

問
●申（
公
社
）菊
池
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー　
☎（
25
）３
６
３
３

首
都
圏
へ
進
学
す
る
皆
さ
ん
へ

有
斐
学
舎
入
寮
生
募
集

　

有
斐
学
舎（
埼
玉
県
志
木
市
）で
は
、

平
成
29
年
度
の
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

対　
象　
平
成
29
年
４
月
か
ら
関
東
・
首

都
圏
の
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
熊
本
県

出
身
の
人

所
在
地　
埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６
‐
27
‐

14 入
寮
費　
７
万
円
（
入
寮
時
に
納
入
）

寮　
費
（
月
額
）　

▼
２
人
部
屋　
１
万
２
千
円

▼
１
人
部
屋　
１
万
８
千
円

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
12
月
22
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
パ

ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る
不
当
な
差

別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相

談
（
今
月
は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
12
月
16
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
2
階
小
会
議
室

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課 

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
。
事
前
予

生
活
保
護
１
１
０
番

無
料
相
談
会

　
経
済
的
な
事
情
で
お
困
り
の
人
の
た
め

に
、
生
活
保
護
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

と　
き　
12
月
10
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
熊
本
県
司
法
書
士
会
館
２
階

電
話
相
談
☎
０
９
６（
３
６
４
）０
８
０
０

問
司
法
書
士　
大お

お

坪つ
ぼ

　
☎
０
９
６（
２
０
１
）４
９
９
２

戦
争
に
関
す
る
資
料
募
集
中

　
「
花
房
飛
行
場
の
戦
争
遺
産
を
未
来
に

つ
た
え
る
会
」
で
は
、
戦
争
関
連
資
料
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
終
戦
か
ら
70
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と

も
あ
り
、
近
年
は
戦
争
を
体
験
し
た
人
も

高
齢
化
が
進
行
。
自
宅
に
眠
る
貴
重
な
資

料
が
、
相
続
を
機
に
紛
失
・
消
却
さ
れ
て

し
ま
っ
た
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
12
月
20
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館　
２
階

 

※ 

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

救
命
講
習

　

定
期
普
通
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

突
然
の
け
が
や
病
気
な
ど
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
、
応
急
手
当
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
で
す
。

開
催
日
・
場
所

①
12
月
21
日
㈬　
　
　
　
　
西
消
防
署

②
平
成
29
年
１
月
11
日
㈬　
北
消
防
署

③
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬　
西
消
防
署

④
平
成
29
年
２
月
８
日
㈫　
北
消
防
署

⑤
平
成
29
年
２
月
22
日
㈬　
西
消
防
署

⑥
平
成
29
年
３
月
８
日
㈬　
北
消
防
署

⑦
平
成
29
年
３
月
22
日
㈬　
西
消
防
署

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正
午

定　
員　
各
30
人

問
菊
池
広
域
連
合
消
防
本
部
警
防
課
救
急

係　
☎
０
９
６（
２
３
２
）９
３
４
９

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
介
護
保
険
制
度
や
障
が
い
者
の
福
祉
制

度
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い
ゴ
ミ
出
し

や
片
付
け
、
布
団
干
し
な
ど
ち
ょ
っ
と
し

た
暮
ら
し
の
困
り
事
を
お
手
伝
い
す
る
生

活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

と　
き　
12
月
９
日
㈮
・
16
日
㈮
（
全
２

回
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

※ 

２
回
と
も
修
了
し
た
人
に
は
、
研
修
修

了
証
を
発
行
し
ま
す
。

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館
２
階　
大
研

修
室

対　
象　
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
支
援
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
人

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
か
申
込
先
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
25
）５
０
０
０

第
45
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
が
菊
池
で
生

き
る
知
恵
や
経
験
を
語
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
行
う

「
地
域
の
先
駆
者
に
学
ぶ
な
り
わ
い
づ
く

り
事
業
」
と
共
催
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た

ラ
イ
ブ
配
信
事
業
な
ど
を
展
開
す
る
「
さ

い
ば
ー
と
れ
い
ん
」
の
斉さ

い

場ば

俊と
し

之ゆ
き

さ
ん
を

招
き
、
菊
池
養
生
詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん

と
対
談
を
行
い
ま
す
。
参
加
費
不
要
で
す

イ
ベ
ン
ト

12
月
の
内
容

１
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

８
日
㈭　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

15
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

22
日
㈭　
人
形
劇

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
22
日
㈭
は
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
保
護
者

※ 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
受
付
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
オ
イ
ル
代
で
初
回
に

１
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
。

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
電
気
料
金
、
食
費
は
実
費
。

応
募
期
限　

▼
１
回
目　
平
成
29
年
１
月
10
日
㈫

▼
２
回
目　
平
成
29
年
３
月
１
日
㈬

▼
３
回
目　
平
成
29
年
３
月
21
日
㈫

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://w
w

w
.y-gakusha.net/　

問
●申（
公
財
）肥
後
奨
学
会
有
斐
学
舎

　
☎
０
４
８（
４
７
３
）７
５
９
１

　
戦
争
の
記
憶
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
、
戦
争
遺
産
の
保
護
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
花
房
飛
行
場
の
戦
争
遺
産
を
未
来
に

つ
た
え
る
会
事
務
局　
倉く

ら

沢さ
わ　

　
☎（
38
）２
２
５
２

約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
12
月
27
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

が
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
12
月
17
日
㈯
午
後
６
時
30
分
～

と
こ
ろ　
わ
い
ふ
一
番
館
２
階
会
議
室

問
●申
菊
池
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
村む

ら

上か
み

Ⓜtm
urakam

i.kikuchicity@
gm

ail.
com

　
☎
０
９
０（
４
９
０
０
）４
８
４
１
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

問市長公室広報交流係　☎ (25)7252

デタポンとは

　菊池市民合唱団は歌好きな仲間が集まり、毎週楽しく
歌っている混声合唱団です。一緒に歌ってくれるメンバー
を募集しています。老若男女、誰でも参加できます。来
年末には「創立 40 周年記念コンサート」を開催予定です。
ぜひ一度練習見学にお越しください。
と　き　毎週㈫　午後８時～ 10 時
ところ　菊池市文化会館 第１練習室
参加費　月 1,500 円
問菊池市民合唱団団長  立

た て

山
や ま

☎ 090（7169）0501　

菊池市民合唱団 団員募集

　甲森北区の宮川家に代々伝わる菊池家琵琶の菊池遺
産認定を記念して、琵琶研究者や演奏家による講演会・
演奏会を開催します。美しい琵琶の音色に触れてみま
せんか。参加無料です。皆さんのお越しをお待ちして
います。
と　き　12 月 23 日㈮　午後２時～４時 15 分
ところ　甲森北集会場（森北 1581 番地）
問宮

み や

川
が わ

　☎ 0968（24）1927
Ⓜ mi.sa.0116@gamma.ocn.ne.jp

琵琶講演会・演奏会 STREET DANCE 始めませんか？

　Danceschool GROWACT は泗水町吉富にあるスト
リートダンススタジオです。７人のインストラクターがダ
ンスの基礎からしっかり教えます。小中高生を中心に楽し
く元気に頑張っています。見学・体験は随時受け付けてい
ます。広報きくち 12 月号を見て入会した人に限り、１カ
月分（４回分）の無料券をプレゼントします。
詳しくはお問い合わせください。
問 Danceschool GROWACT　 高

た か

宗
む ね

 
☎ 080（3997）0324

菊池少年少女合唱団 団員募集

　小学校１年生から高校３年生までの団員を募集中です。
明るい歌声と美しいハーモニーを目指し、毎週楽しく練
習しています。市民音楽まつり、市文化祭、県少年少女
合唱祭のほか、地域イベントなどに出演しています。親
子や友だち同士でぜひ一度練習を見に来ませんか。
と　き　毎週㈰　午後４時～６時
ところ　菊池市文化会館 第３練習室　  
参加費　月1,500 円
問菊池少年少女合唱団保護者会長  松

ま つ

本
も と

☎ 090（8298）2778　

　少人数でより実践的な英会話教室の参加者を募集して
います。無料体験できます。 中国語講座も開設予定。興
味のある人はお問い合わせください。
と　き　週２日（１回 90 分の全 48 回／半年１クール）
ところ　大琳寺
参加費　１回：高校生以下 1,500 円、大人 2,000 円
問●申 NPO法人 未来へ   緒

お

方
が た

・岩
い わ

崎
さ き

☎ 0968（41）6447　Ⓜ info@miraie21.com

英会話講座 参加者募集
　熊本地震からの復興を願い、市内の中学校や高校の吹
奏楽部、菊池市民吹奏楽団による合同演奏会を開催します。
フラメンコとの共演による「カルメン」の演奏は必見です。
ロビーでは、自衛隊熊本地本菊池分駐所の協力による災
害派遣活動などのパネル展示も行います。入場無料です。
特別出演　陸上自衛隊第８音楽隊
と　き　12 月 18 日㈰　ところ　菊池市泗水ホール　
開場：午後０時 30 分　開演：午後１時
問菊池合同復興クリスマスコンサート実行委員会
☎ 096(288）6795（呼出）

菊池合同復興クリスマスコンサート
※ 

投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
長
公
室
広
報
交
流
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２　
Ⓜkouhou@

city.kikuchi.lg.jp

市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　出会いを求めている皆さん、ぜひご参加ください。
多数の人のお申し込みを待っています。
と　き　12 月 18 日㈰　午後２時～
ところ　チムチム（市民広場近く）
参加費　男性 3,000 円　女性 2,000 円
※ 参加人数が少ない場合は婚活パーティーを開催できない

場合があります。詳しくはお問い合わせください。
問中

な か

尾
お

　☎ 080(5203)1586　

楽しい婚活パーティーに参加しませんか？バウンドテニス参加者募集

　雨や日焼けも気にならない。室内にマットを敷き、縦
10㍍×横３㍍のコート中央に高さ 50㌢のネットをはさん
で、ソフトテニスの要領で打ち合います。新人戦・男女ペ
ア戦・懇親大会など楽しい大会もあります。
と　き　毎週㈮　午後８時～９時 40 分
ところ　菊池北小学校体育館
参加費　１回目のみ無料
※２回目から 200 円
指　導　内

う ち

古
こ

閑
が

問田中スポーツ　☎ 0968(25)4235

各20人程度定　員

●小学生以上の市内在住者
● 小学生は保護者同伴。小学生のみの

参加はできません
● 小学生を含む場合、大人は１グルー

プ２人まで（１グループ最大４人）
●中学生以上は１グループ２人まで

参加条件

12月９日㈮ 午後５時
※郵送の場合は９日㈮必着

申込期限

申込書に必要事項を記入し、郵送、
メール、FAX または庁舎整備課に直
接申し込んでください。

申込方法

〒861‐1392  菊池市隈府888番地
菊池市役所庁舎整備課

送り先

10月に開催した見学会

Ⓜchousｈa@city.kikuchi.lg.jp Ⓕ（25）5720
問●申 庁舎整備課　☎（25）7202

参加者
募集

参加費 無料

♬

abc♬

【午前の部】 午前９時30分～正午　【午後の部】 午後１時～３時30分

市役所本庁舎、生涯学習センターところ

※ 午前・午後どちらも市役所本庁舎、生涯
学習センター両方の施設を見学します。
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赤ちゃんの土俵入り。今にも泣き出しそう

赤ちゃんの土俵入り
　北宮阿蘇神社（北宮）で奉納相撲があり、市内外の
赤ちゃん 10 人が化粧まわしに紅白ねじり鉢巻姿で土
俵入りしました。同神社の奉賛会と崇敬会が子どもた
ちの健やかな成長を願って毎年開催しており、大人の
力士に抱かれた赤ちゃんが土俵に登場すると会場か
らは大きな声援
が送られました。
　会場では少年
相撲大会も開催
さ れ、 約 70 人
の子ども力士た
ちが熱戦を繰り
広げました。

９月 25 日　北宮阿蘇神社奉納相撲

白い椅子を並べ「お洒落な空間」を演出。
菊池産の食材を使ったＢＢＱもありました

竜門ｄｅ縁結び！ スポ婚
　斑蛇口湖公園をメーン会場に菊池市独身者交流会

「スポ婚」を開催。市内外から40人（男21人、女19人）
が参加しました。市では、地域資源を生かしたさまざ
まな婚活事業を実施しており、９回目の今回は「スポー
ツ」がテーマ。参加者はドッジビーやカヌーなどのス
ポーツを通じて
交流を深めまし
た。
　最後に実施し
たカップリング
調査では、１組
のカップルが誕
生しました。

９月 25 日　第９回菊池市独身者交流会

踊りを披露する坂本さん姉妹

敬老会で日舞を披露
　旭志川辺の川上・川下区で敬老会があり、市内の日
本舞踊親子教室に通う坂

さ か

本
も と

優
ゆ う

里
り

さん（旭志小５年）、
美

み

咲
さ き

さん（旭志小２年）姉妹が日本舞踊を披露しまし
た。熊本の伝統民謡「おてもやん」の陽気な音楽に合
わせた踊りが披露されると、会場からは大きな拍手
が送られました。
　敬老会の参加
者は「２人のか
わいらしい姿と
踊りに癒やされ
た。また踊って
ほしい」と笑顔
で話しました。

９月 19 日　文化庁伝統文化事業日本舞踊親子教室

参加者の皆さん

菊池公園をみんなで美しく
　「城山の日」清掃活動が菊池公園一帯で行われ、市
内外から約 300 人が参加しました。公園清掃ときれ
いな桜を咲かせるイベントとして毎年行われており、
今回 10 回目。参加者は約１時間半かけて、ごみ拾い、
落ち葉掃き、桜の胴吹き取りなどを行い、早朝から額
に汗を流しまし
た。
　参加者の皆さ
んのおかげで菊
池公園が美しく
なりました。本
当にありがとう
ございました。

９月 25 日　「城山の日」清掃活動ボランティア

JA 熊本経済連と立地協定を締結
　JA 熊本経済連が田島工業団地内に新たに用地を取
得し、農作物の物流基地を新設することが決まり、協
定調印式が市役所でありました。物流基地となる新倉
庫は来年１月に着工予定。同年９月の操業開始を目指
します。総投資額は約 16 億円を予定しており、新規
を 含 め 10 人 を
採用する予定で
す。田島工業団
地への企業進出
は 平 成 14 年 の
同団地分譲開始
後初めてとなり
ます。

９月27 日　企業進出協定

左から加
か

耒
く

誠
せ い

一
い ち

代表理事会長、江
え

頭
がしら

実
みのる

市長大小さまざまな風船を使ったパフォーマン
スが披露されました

風船太郎さんがバルーン公演
　バルーンパフォーマーとして全国各地で活躍中の風

ふ う

船
せ ん

太
た

郎
ろ う

さん（岐阜県）が、菊池幼稚園でバルーンショー
行いました。風船太郎さんは東日本大震災以降、毎年
被災地支援の公演を続けており、今回は熊本地震で被
災した県内４箇所の保育園・幼稚園で公演しました。
　風船太郎さん
は「子どもたち
が少しでも笑顔
になってくれる
とうれしい。こ
れからも活動を
続けていきたい」
と話しました。

９月 27 日　被災地支援活動

国
内
シ
ェ
ア
90
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ホ
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張
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主
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製
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作
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ハ
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マ
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催
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菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
62
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：内
ない

藤
とう

訓
くに

延
のぶ

さん

代表：山
やま

下
した

海
か

南
な

子
こ

さん

⑬

会社外観

製品写真

作業風景

製品写真

　
協
力
隊
と
し
て
農
家
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
、
六
次
産
業
化
に
取
り
組

む
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。「
現
在
、
菊
池
市
内
で
六
次

産
業
化
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

人
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
人
が
い

た
ら
、
ぜ
ひ
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。

　
移
住
し
て
半
年
。
目
下
の
悩
み
は

聞
き
慣
れ
な
い
方
言
で
す
。「
相
手

も
気
付
い
て
言
い
直
し
て
く
れ
た

り
、『
方
言
は
分
か
ら
ん
だ
ろ
～
』

と
笑
っ
て
く
れ
た
り
。
菊
池
の
人

は
優
し
い
で
す
ね
」。
最
近
の
マ
イ

ブ
ー
ム
は
自
家
製
ピ
ク
ル
ス
づ
く

り
。「
食
べ
物
が
お
い
し
い
の
で
菊

池
に
来
て
か
ら
太
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
笑
い
な
が
ら
、
移
住
生
活
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。

菊
池
に
移
住
し
て

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す

vol.1

農政課ブランド推進室
ブランド推進マネージャー

前
ま え

島
じ ま

 赳
たけし

さん

問
い
合
わ
せ
先　
市
長
公
室
広
報
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

【 

聞
き
手 

】

地
域
お
こ
し
協
力
隊

魅
力
発
信
マ
イ
ス
タ
ー　
伊い

藤と
う 

亮り
ょ
う

きくち秋まつりの武者行
列。地域の行事にも積
極的に参加している
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店舗の軒先に写真や花を飾り観光客をおも
てなし

写真展で商店街を活性化
　商店街に写真を飾る「まちなかギャラリー」が開催
されました。景観整備を進める御所通り繁栄会は、昨
年から各店舗にのれんや花を飾る取り組みを実施。こ
としは秋まつりに合わせ、３月に募集した「身近な
風景自慢コンテスト」の応募写真約 50 点を展示しま
し た。「 き も の
屋いばらき」の
茨
いばら

木
き

國
く に

廣
ひ ろ

さんは
「足を止めて写真
を見てくれる人
も多かった。街
の活性化につな
がってほしい」

10月１日～16日　御所通りで「まちなかギャラリー」

参加者した首都圏七城会の皆さん

ふるさと菊池・七城の夕べ
　東海大学交友会館（東京都）で、第 25 回首都圏七
城会総会が開催され、会員や関係者など 54 人が参加
しました。総会には、地元出身の境

さかい

和
か ず

則
の り

市議会議員や
市担当者も出席。熊本地震の復興への取り組みや義援
金・寄付金、ふるさと納税へのお礼を述べました。ま
た、ことし開催
する米食味分析
コンクール国際
大会の進捗状況
なども報告。ふ
るさと菊池への
さらなる協力を
お願いしました。

10 月 16 日　第 25 回首都圏七城会総会

防疫服の着脱訓練

家畜伝染病に備えて合同演習
　旭志公民館で家畜伝染病防疫対策演習が行われ、関
係団体の担当者約 100 人が参加しました。防疫従事
者の危機管理意識高揚を目的に毎年実施されており、
防疫対策や態勢などの講話と防疫服の着脱や消毒作業
の実演などがありました。参加した担当者は「初動防
疫の重要性をあ
らためて感じた。
家畜伝染病など
が発生した場合
でも迅速に対応
できるように準
備したい」と話
しました。

９月 28 日　家畜伝染病防疫対策演習

壁へ掲示した地方紙だけで約 100 ページ。
全国紙も閲覧できるように展示

泗水図書館で日本各地の新聞を展示
　泗水図書館で熊本地震を報道した日本各地の地方紙
を展示した「熊本地震を振り返る～全国の新聞で読む
熊本地震～」が開催されました。地震から半年を機に
同図書館が企画。北海道から沖縄までの地方新聞 13
紙と熊本日日新聞などを展示しました。上

う え

村
む ら

奈
な

奈
な

美
み

副
館長は「全国で熊
本地震がどのよ
うに報道された
か見てほしかっ
た。今後の防災
や復興に生かし
て も ら え れ ば 」
と話しました。

10月１日～14日　全国の新聞で熊本地震を振り返る

左から江頭市長、久
く

木
き

康
やす

裕
ひろ

代表取締役社長

阿蘇製薬株式会社と立地協定を締結
　阿蘇製薬株式会社が田島工業団地内に新たに用地を
取得し、工場を新設することが決まり、協定調印式が
菊池市福祉会館でありました。
　新工場は平成 29 年６月に着工予定で、総投資額は
約 10 億円。平成 30 年４月の操業開始を目指します。
同社は、現在本
社のある菊陽町
から本社機能の
移転を予定して
おり、本社工場
の従業員を含め、
約 200 人を雇用
する予定です。

10 月４日　企業進出協定

認定された川中さん

川中ツヤさん食の名人に認定
　川

か わ

中
な か

ツヤさん（菊池松島）が「くまもとふるさと食
の名人」に認定されました。郷土料理について卓越し
た知識、経験、技術を有し、
伝承活動に取り組んでいる
人を県知事が認定するもの
で、市内では 16 人の認定
者が活躍しています。川中
さんは、松島地区で運営す
る「松島工房」で地元の農
産物を使った加工品の販売
やピザ、パン作り体験など
さまざまな地域活動に取り
組んでいます。

10 月６日　くまもとふるさと食の名人

参加した園児と田中さん家族

大きなサツマイモいっぱい掘ったよ！
　菊之池保育園の園児 24 人が、田

た

中
な か

廣
ひ ろ

利
と し

さん（野間
口）所有の畑で芋堀り体験をしました。農業体験を通
して食の大切さを学んでほしいと田中さんがボラン
ティアで始めたもので、ことしで５年目。紅はるかと
紅あずま２種類のサツマイモを収穫しました。田中さ
んは「子どもた
ちの笑顔を見る
とこちらも元気
になる。これか
らも子どもたち
のために頑張り
たい」と笑顔で
話しました。

10 月６日　菊之池保育園児が収穫体験

折り鶴の付いたお守りを手渡す園児

園児が交通安全を呼び掛けお守り配布
　菊池さくら保育園の園児が、同園近くの国道 387
号線を通る車に手作りの交通安全お守りを配りまし
た。この取り組みは約 30 年にわたり続いているもの
で、ことしは年長組 23 人が参加。菊池警察署の協力
で車に停車してもらい、園児一人一人がお守りを手渡
しながら交通安
全を呼び掛けま
した。ドライバー
たちは「ありが
とう。安全運転
に気を付けるね」
と園児らに声を
かけていました。

10 月 12 日　菊池さくら保育園が交通安全運動

菊池農高の吉永翔司さんが初優勝
　岩手県奥州市でいわて国体の馬術競技が開催され、
吉
よ し

永
な が

翔
しょう

司
じ

さん（菊池農業高校 2 年）が少年ダービー
競技で優勝しました。ダービー競技の県勢優勝は７年
ぶり。同校での国体優勝は平成 12 年に馬術競技で優
勝して以来 16 年ぶりの快挙です。吉永さんは「初め
ての国体出場で
緊張したが、失
敗をおそれずに
思いっきりやれ
てよかった。来
年も勝って２連
覇したい」と笑
顔を見せました。

10 月17 日　2016 希望郷 いわて国体

優勝報告のため市役所を訪れた吉永さん

爽やかな秋晴れの下、クリ料理を堪能しま
した

菊池の秋の味覚を満喫！
　迫龍ふれあいセンターで「くりだごフェスタ」（重
味青空楽市部会主催：越

お お

猪
い

伸
し ん

一
い ち

会長）が開催され、大
勢の来場者でにぎわいました。地元名産の栗のＰＲと
地域活性化を目的にことし初開催。会場では水迫地
区の特産物販売が行われたほか、先着 200 人にくり
だご汁がふるま
われました。く
りのつかみ取り
大会やくりのス
イーツコンテス
ト な ど も あ り、
会場は大いに盛
り上がりました。

10 月９日　くりだごフェスタ

プレゼントに園児らは大喜び。「ありがとう
ございました」と全員でお礼を言いました

ブロックのおもちゃに園児が大喜び
　菊池市商工会青年部泗水支部が、富原保育園にブ
ロックのおもちゃを贈呈しました。同支部による寄付
はことしで 4 回目。毎年、しすい孔子公園夏まつり
のバザーで得た収益の一部を泗水地区の幼稚園や保育
園、学校から 1 カ所選んで寄付を続けています。
　坂

さ か

﨑
ざ き

吉
よ し

紘
ひ ろ

支部
長は「子どもた
ちが、夏祭りな
ど商工会の活動
を少しでも知っ
てくれればうれ
しい」と笑顔で
話しました。

10 月 19 日　バザーの収益で保育園にプレゼント

剣道競技で３位に入賞した熊本県選手団の
皆さん

大活躍！ 県代表で５選手が出場
　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている全国健
康福祉祭が10 月15日から４日間、長崎県で開催され、
剣道とゴルフに県代表として本市から５人が出場しま
した。剣道競技では、監督：森

も り

田
た

精
せ い

一
い ち

さん、選手先鋒：
緒

お

方
が た

栄
え い

一
い ち

さん、中堅：續
つづき

和
かのう

さん、大将：菊
き く

池
ち

弘
ひ ろ

徳
の り

さん
４人が出場。全
国の強豪と対戦
し、見事３位に
輝きました。ゴ
ルフ競技では中

な か

原
は ら

淳
じゅん

一
い ち

さんが個
人 戦 に 出 場 し、
健闘しました。

10 月 15 日　ねんりんピック長崎 2016
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走り幅跳び競技で跳躍する酒井さん。記録
は４メートル 17 センチで準優勝

酒井幸男さんが走り幅跳びで２位
　全国障害者スポーツ大会（2016 希望郷いわて大会）
が岩手県北上市で開催され、本市から出場した酒

さ か

井
い

幸
ゆ き

男
お

さんが２位に入賞しました。同大会は３日間の日程
で開催され、全国から都道府県・指定都市の選手団約
5,500 人が参加。個人競技６競技、団体競技７競技の
13 競技とオープ
ン競技４競技で
熱戦が繰り広げ
られました。結
果は以下のとお
りです。
走り幅跳び（壮
年の部）第２位

10 月 22 日　第 16 回全国障害者スポーツ大会

小佐井さん㊧と花童の皆さん

花童が台湾で日本舞踊を披露
　熊本市の舞踊団「花

は な

童
わらべ

」の３人が市役所を訪れ、台
湾台南市で開催された「2016 和風文化祭」の出演を
江頭市長に報告しました。熊本地震の後、台湾からの
一行が熊本市を訪問した際、花童の演技に心を打たれ
たことから、同祭への参加を打診したものです。市内
出身の小

こ

佐
ざ

井
い

美
み

心
こ と

さん（亘）は「海
外で貴重な体験
をさせてもらえ
て良かった。台
湾の皆さんに感
謝です」と話し
ました。

10 月 27 日　2016 和風文化祭

メダルと賞状を手に市役所を訪れ江頭市長
に全国大会出場を報告

七城小の吉野慶児くんが３位入賞
　鹿児島県で JOC ジュニアオリンピックカップ第
29 回全日本小学生相撲九州予選が開催され、七城小
６年の吉

よ し

野
の

慶
け い

児
じ

くんが３位入賞。12 月４日に東京都
の両国国技館で開催される全国大会への切符を手にし
ました。吉野くんは小学１年生で相撲をスタート。週
３回稽古に通い、
家でもトレーニ
ングを続けてい
ます。昨年は同
大会九州予選で
ベスト８。こと
しは３位と躍進
しました。

10月19日　JOC全国小学生相撲大会九州ブロック

左から江頭市長と田中さん

田中欣生さんが農林水産大臣賞受賞
　平成 28 年度熊本県乾しいたけ品評会で、シイタケ
林家の田

た

中
な か

欣
き ん

生
せ い

さん（鳳来）が特等賞にあたる農林水
産大臣賞を受賞し、報告のため市役所を訪れました。
本市での同賞の受賞は８年ぶり。29 歳での受賞は歴
代最年少で、シイタケの栽培を開始してから５年目
での選出は最短
です。今回の栄
誉に田中さんは

「受賞を聞いたと
きは信じられな
かった。本当に
うれしい」と喜
びを語りました。

10 月 25 日　熊本県乾しいたけ品評会

左から尾
お

畠
ば た

晋
あまね

さん（旭志中）、池邉さん（泗水中）、中
な か

原
は ら

巧
た く

斗
と

さ
ん（菊池南中）、松

ま つ

永
な が

知
と も

大
ひ ろ

さん（旭志中）、杉
す ぎ

本
も と

悠
ゆ う

貴
き

さん（泗水中）

熊本大津リトルシニアが全国へ
　熊本大津リトルシニア（団員 30 人）が 10 月 23
日から大分県で開催された 2016 年度第９回稲尾和
久メモリアル秋季大会で優秀な成績を収め、来年３
月に大阪府で開催される第 23 回日本リトルシニア全
国選抜野球大会への出場を決めました。本市出身の池

い け

邉
べ

海
か い

音
と

さん（福
本一）は「全国
大会でも一球一
球のプレーを大
切にして、全力
で戦ってきます」
と抱負を語りま
した。

11 月３日　日本リトルシニア全国選抜野球大会

左上：収穫した稲をコンバインで脱穀（菊池北小）　左下：学校敷
地内で天日干し（菊池北小）　右：１株ずつ鎌で刈り取り（隈府小）

みんなで楽しみながら収穫（菊之池小）

みんなで楽しく稲刈り！おいしいお米たくさん収穫できたよ！
　市内３カ所の小学校で稲刈りがありました。菊池北
小では、５年生 44 人が、赤米やもち米を収穫しまし
た。児童らは横一列に並び一斉に稲を刈り始め、約
100 平方メートルの田んぼを 20 分足らずで刈り終
えました。隈府小と菊之池小では、菊池土地改良区の
多面的機能支払
交付金事業の一
環で稲刈り体験
が行われ、両校
の５年生が６月
に植えた稲をそ
れぞれ刈り取り
ました。

10 月 18 日・20 日　隈府小学校・菊之池小学校・菊池北小学校
広報紙で学ぶ地域を支える行政サービス

　菊池南中学校で広報紙を活用した社会科の授業が
あり、３年生約 150 人が行政サービスを学びました。
地方自治を学ぶ授業の一環で、まずは行政に関心を
持ってもらおうと、生徒たちの身近にある広報紙を教
材に採用。広報紙を読むことで何が分かるか意見を交
わしました。参
加した生徒は「広
報紙には暮らし
に役立つ情報が
た く さ ん あ る。
これからも読む
のが楽しみ」と
話しました

10 月27 日　菊池南中 3 年生社会科授業

真剣な表情で広報紙を読む生徒たち

会員の皆さん

菊池公園をボランティア清掃
　菊池地区退職女性教職員会（池

い け

部
べ

弘
ひ ろ

子
こ

会長）の会員
14 人が、菊池公園の清掃活動を行いました。会員は
菊池神社をスタートし、城山荘周辺を回り公園のグラ
ウンド付近まで清掃。朝早くから額に汗を流しながら
ごみ拾いや掃き掃除をしました。参加した会員は「ご
みはあまり落ち
て い ま せ ん が、
訪れた人が歩き
や す い よ う に、
歩道の落ち葉掃
き も 行 い ま す 」
と、念入りに清
掃していました。 

10 月 24 日　菊池地区退職女性教職員会

さまざまな状況を想定し、まとあてゲーム
を楽しみました

花房小で体育授業の研究発表
　国立教育政策研究所から教育過程の指定受けている
花房小学校が、研究発表会を実施しました。同校は体
育の授業を通して学力を高める研究を行っており、こ
の日は県内の教師らに授業を公開。１年生は「まとあ
てゲーム」を実施し、試合ごとに的の数や時間、投げ
方を変えるなど、
状況により当て
やすくなるかを
検 証 し ま し た。
児童は「ジャン
プすると投げに
くい」など感想
を発表しました。

11 月２日　学力充実研究指定校発表

故：大林政通さんに感謝状を贈呈
　約 30 年にわたり泗水西小学校で稲作教育やしめ縄
作りといった地域行事にボランティアとして携わり、
ことし７月にお亡くなりになった大

お お

林
ばやし

政
ま さ

通
み ち

さん（泗水
平野）に、同校の PTA が感謝状を贈りました。この
日は全校児童の前で、妻の優

ゆ う

子
こ

さんに感謝状とことし
収穫したお米を
贈呈。優子さん
は「夫は子ども
が大好きで、毎
年ボランティア
を楽しみにして
いた」と振り返
りました。

11月12日　長年のボランティアの功績を称え表彰

妻の優子さん。同日開催のバザーでは政通
さんの功績を称え政通米と名付けられ販売

受賞した夢みるくソフトクリームを手に笑
顔を見せる西村さん

吉井牧場「夢みるくソフト」が金
　ソフトクリームの九州１位を決める大会が合志市の
県農業公園カントリーパークであり、吉井牧場の「夢
みるくソフトクリーム」が金賞に選ばれました。大会
には九州内から 13 店舗が参加。来場客の投票数で順
位を決定しました。車で出張販売している西

に し

村
む ら

美
み

樹
き

さ
んは「自慢の品
が多くの人に認
めてもらえてう
れしい。お店を
見かけたら気軽
に立ち寄ってほ
しい」と笑顔を
見せました。

10月22・23 日　九州ソフトクリームグランプリ
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12月29日
㈭

岩根クリニック（外・胃） 菊池市 0968（25）4230
川口病院（内・外・整） 菊池市 0968（25）2230
菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164
菊池中央病院（内・外・脳外（午前のみ）
・整・小・形） 菊池市 0968（25）3141

岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750
旭志石田医院（内） 菊池市 0968（37）2037
清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106
古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222
米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589
後藤整形外科医院（整） 菊池市 0968（25）2906
城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506
田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070
西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561
古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046
まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111
杜の里かねこクリニック（内・胃・消・外） 菊池市 0968（23）7522

12月30日
㈮

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968（25）2230
菊池眼科（眼） 菊池市 0968（25）5678
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池中央病院（未定） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（内・外） 菊池市 0968（38）2750
七城木村クリニック（内） 菊池市 0968（26）9555
西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

12月31日
㈯

川口病院（内・外・整） 菊池市 0968（25）2230
菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191
菊池中央病院（未定） 菊池市 0968（25）3141
岸病院（外） 菊池市 0968（38）2750

12月4日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

大森医院（内・麻） 合志市 096（248）0003

城間クリニック（整） 菊池市 0968（25）2506

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

竹田津歯科医院 大津町 096（294）0787

12月11日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222

平山内科クリニック（内・呼内・ア・緩内） 合志市 096（273）6104

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

たかやまデンタルクリニック 大津町 096（294）8020

12月18日
㈰

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

にじの森歯科クリニック 菊陽町 096（339）8118

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

12月23日
㈮㈷

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

宮川内科医院（内・循） 合志市 096（248）2155

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

12月25日
㈰

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

旭志石田医院（内・循・神内） 菊池市 0968（37）2037

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

副島耳鼻咽喉科クリニック（耳） 合志市 096（249）1777

新谷歯科医院 菊池市 0968（25）2034

うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、地域救急医療情報センター（菊池
広域連合消防本部）☎ 096(232)9331 でご確認ください。

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

江頭　実vol.33

小
お

川
がわ

徹
てっ

晴
せい

くん（○菊 片角）

ぼ
く
の
笑
顔
で
、

家
族
を

癒
や
し
て
ま

～

す
♪

1歳 H27年12月18日生まれ

小
お

川
がわ

聖
せい

愛
あ

くん（○泗 田島団地）

バ
イ
キ
ン
マ
ン

だ
い
す
き
‼

ご
は
ん
だ
い
す
き
‼

2歳 H26年12月23日生まれ

西
にし

田
だ

明
あか

莉
り

ちゃん（○菊 東原）

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
ば
ぁ
ち
ゃ

ん
、 

い
つ
も
あ
り
が

と
☆
大
ス
キ
♡

2歳 H26年12月6日生まれ
冨
とみ

田
た

煌
きら

翔
と

くん（○泗 富の原中央）

お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
☆

1歳 H27年12月12日生まれ

右
みぎ

田
た

千
ち

尋
ひろ

ちゃん（○泗 富の原東）

ね
ぇ
ね 

い
つ
も

遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が

と
う
！ 

大
好
き
♡

2歳 H26年12月28日生まれ
楳
うめ

田
だ

結
ゆい

人
と

くん（○菊 野間口）

父
ち
ゃ
ん
、母
ち
ゃ
ん

い
つ
も
あ
り
が
と
う

大
好
き
だ
よ

～

♡

2歳 H26年12月13日生まれ

島
しま

田
だ

明
あ

香
か

里
り

ちゃん（○菊 遊蛇口）

こ
ん
な
に

大
き
く
な
り
ま
し
た
★

3歳 H25年12月24日生まれ

古
ふる

庄
しょう

ひなたちゃん（○菊 北原）

パ
パ
♡
マ
マ
♡
ね
ぇ

ね
♡
に
ぃ
に
♡
じ
ぃ

じ
♡
ば
ぁ
ば
大
好
き
♡

1歳 H27年12月29日生まれ

高
たか

野
の

奏
そ

來
ら

くん（○菊 杉生）

ね
ぇ
ね
、に
ぃ
に

大
好
き
♡

2歳 H26年12月11日生まれ

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成 29 年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広報担当

まで申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真
のみ後日提出でも可能です。ホームページでも申し込みできます。

有
あり

馬
ま

健
けん

隼
と

くん（○菊 深川）

い
つ
も
笑
顔
で

元
気
い
っ
ぱ
い
！

お
散
歩
大
好
き
♪

1歳 H27年12月20日生まれ

井
い

手
で

優
ゆう

華
か

ちゃん（○菊 戸豊水）

み
ん
な

い
つ
も
あ
り
が
と
う
♡

3歳 H25年12月15日生まれ

① 「iphone」「ipad」の場合
　⇒ App store から
　「Android」の場合
　⇒ Google play から
　 「Aurasma」で 検索してインストール

します。

■登録手順

②  Aurasma を起動するとチュートリア
ル画面が表示されますので、一番右
までスライドし「Skip」を押します。
真ん中下の△マークを押すと画面下
部に検索ボタンが出ますので、タッ
プして「癒しの里 菊池」と入力し検
索します。

③ 「Follow」をタップして選択します。
（選択すると Following に変わりま
す）画面下部中央の四角のボタンを
押します。

④ 「AR」のマークがある写真にスマー
トフォンをかざすと動画を見ること
ができます。

広報写真が動き出す！？最先端の不思議体験動画の視聴方法

⇒  菊池渓谷の写真にかざしてみて
ください。画面をダブルタップ
すると写真からスマホを離して
も見ることができます。

お誕生日
おめでとう!

◆
先
日
、
第
４
回
菊
池
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
菊
池
米
は

歴
史
や
お
い
し
さ
の
割
に
は
、
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
に
比
べ
、

全
国
的
な
知
名
度
の
点
で
は
い
ま
ひ
と

つ
及
び
ま
せ
ん
。「
国
際
大
会
で
入
賞

し
菊
池
米
を
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
」

た
め
に
始
め
た
の
が
菊
池
米
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
で
す
。
地
域
内
で
切
磋
琢
磨
す

る
と
同
時
に
、
米
づ
く
り
名
人
を
招
き

栽
培
技
術
を
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
向

上
さ
せ
る
。
言
わ
ば
、
国
際
大
会
の
た

め
の
地
区
予
選
の
位
置
付
け
で
す
。
◆

昨
年
、
菊
池
米
が
見
事
国
際
大
会
で
九

州
初
の
金
賞
に
輝
き
、
さ
ら
に
世
界
最

高
米
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
の
は
、
こ
の

菊
池
米
コ
ン
ク
ー
ル
と
い
う
新
し
い
試

み
に
挑
戦
さ
れ
た
生
産
者
の
ご
努
力
の

た
ま
も
の
で
し
た
。
◆
こ
と
し
の
応
募

総
数
は
３
４
０
件
と
、
第
１
回
目
の
62

件
か
ら
は
約
５
倍
に
急
拡
大
。
上
位
入

賞
米
は
、
そ
の
場
で
大
手
米
卸
企
業
か

ら
通
常
相
場
の
２
倍
ほ
ど
の
高
値
で
買

い
取
ら
れ
有
名
デ
パ
ー
ト
で
販
売
さ
れ

る
の
で
、
生
産
者
の
意
欲
は
否
が
応
で

も
高
ま
り
ま
す
。
◆
さ
て
、
こ
と
し
の

米
食
味
国
際
大
会
は
、
12
月
３
～
４
日

に
菊
池
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
猛
暑
と

大
雨
で
米
づ
く
り
に
は
厳
し
い
環
境
で

し
た
。
応
募
総
数
５
６
０
０
件
も
の
競

争
の
中
か
ら
、
果
た
し
て
菊
池
米
が
二

年
連
続
の
金
賞
な
る
か
。
天
命
を
待
つ

の
み
で
す
。

お詫びと訂正　広報きくち 11 月号「市長からのメッセージ」８行目の文章に誤りがありました。
お詫びして訂正します。【誤】１社目は熊本県全農連さん～　【正】１社目は熊本県経済連さん～

「人事天命」
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